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一、研究の意義
敦燈を中心とした西域出土の文献は、全世界に凡そ五万点あるとも言われて
いるが、筆者の現在までの調査によれば、このなかに法華章疏は約0.2パーセ
ント点数にして百点ばかりを数えるに過ぎない。
もちろんこのなかには既知の法華章疏、すなわち、最大点数を有する慈恩基
(CE.632-682）の『妙法蓮華経玄賛』 〔題記のみの写本を含めて二十五点ほど ・
以下、 『玄賛』〕をはじめ、不明史料の年代 ・系統を調査 ・分類するための基準
として用いられる吉蔵（CE.549623）の 『法華義疏』〔類同 ・類似を合わせて
十点ほど〕、慧沼（CE.648-714）の『法華玄賛義決』〔台東区立書道博物館所
蔵中村不折旧蔵再域墨書 【099】〕、天台宗章疏としては唯一となる湛然
(CE. 711-782）の『法華玄義緯銭』 〔旅順博物館蔵トルファン出土漢文仏典
[LM20 1520 15 07］〕 などが含まれているが、これらは全体のなかの四割に
も満たず、その他ほとんどは作者未詳 ・不知題の写本である。
筆者の研究テーマである 「法華章疏の研究」では、 『法華経』の注疏類を撰
したことで、歴史上にその名を残していながらも脚光を浴びることなく、いつ
の聞にか退色してしまった彼らの 『法華経』に対する思いを再び蘇らせ、これ
らを法華教学史の展開の上に正しく位置付けることによって、新法華教学史の
大系を示すことをその目的とする。
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とりわけ、本研究では、これまでに中国・日本撰述の法華章疏の陰に隠れ、
等閑視されていた海東撰述の法華章疏並びに長年ベールに包まれていた西域出
土の法華章疏を顕在化せしめることにその主眼を置いている。
二、『妙法蓮華経績述』の現存状況について
さて、惰から唐にかけて長安の紀国寺において活躍した慧浮（CE.578-645ワ）
は、九世紀になると中国における 『法華経』注釈の四大家の一人として数えら
れるようになる。
彼の著した 『妙法蓮華経績述』 （以下、 『績述』）十巻は、長らく散逸したと
思われていたが、本誌第15号の拙稿 「紀国寺慧浄の『法華経績述』考 (1）一
一新発見の史料をもとに」（以下、前稿）において明らかにしたように、 『績述』
は現在、韓国にその一部が刊本 〔①宝物第206号 ・②宝物 第1468号〕 として
現存している。
また筆者は、スタインコレクションの敦燈文書のなかから『緩述』を適宜に
抄出している写本〔③ ［S.6494］・『妙法蓮華経論義』（以下、 『論義』）〕 を発見
し、前稿ではその一部（全495行中243行まで）の翻刻を公開した。
当該写本、すなわち 『論義』は、未だその存在の確認されていない『績述』
の巻三 ・四 （「方便品」第二）をも抄出しているため、 『論義』の発見により
『績述』の十巻のうち、六巻については、概ねその内容を知ることができるよ
うになったのである。
以下、 『績述』の現存状況を 【表l】にまとめておく。
( 34) 
紀国寺慧浄の 『法華経綴述」考（2)（金）
【表 1】 『績述』の現存状況
冊 四 五
『績述』 巻 五 -・ 七・八 九・十ノ、
口 四～六 不明 不明日口
有無 （状態） ① 存 （上） 欠 ② 存 （下） 欠 欠
『論義』 ③存 ! 
総合 ， ’• 4寸.
① 松廃寺聖宝博物館所蔵 『妙法蓮華経績述』巻一・二 「序品」第一。 1963年l月21
日に韓国の宝物 第206号に指定されている。画像データとテキストデータとが 「国
家記録遺産ホームページ」〔http://www.memorykorea.go.kr〕に公開されている。
② 松廃寺聖宝博物館所蔵 『妙法蓮華経績述』巻五 「欝H食品」第三、同巻六 「信
解品」第四～ 「授記品」第六。2004年に発見され、 2006年4月28日に韓国の宝物 第
1468号に指定されている。筆者は2010年5月26日に画像データを入手・翻刻掲載許
可を取得している（I）。
③ 大英図書館所蔵スタイ ンコレクション6494『妙法蓮華経論義』 刊本の巻二 「序品」
第一の末尾から巻五 「響機品」第三の半ばまでに該当する。
しかし、散逸の四巻（巻七～十）についても前稿において指摘したように、
同じくスタインコレクションの敦燈文書で、 『績述Jの末註である 『法華問答』
(T.85 no.2752・以下、 『問答』） や九世紀頃までの法華章疏を網羅的に引用し
ている栖復 （CE.-879）の 『法華経玄賛要集』（SZ.34no.638・以下、 『要集』）
などに多数の引用が確認できるため、これらの史料をもとにある程度までは輪
郭を掴むことができると考えられる（2）。
本稿では、前稿に続き 『論義』の 「答日食品」第三以下最後 （244行から495行）
までの翻刻を掲載し、 『績述』との対応箇所は註に明記することによって、 『論
義』の 『績述』に対する抄出態度を窺うとともに、 「論義』と対応関係にある
『績述』巻五の欠損 ・破損箇所については、『論義』の抄出文例をはじめ、経典 ・
論書からの引用 ・援用文例をも調査 ・対照し、これを補うことにする。
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〈凡例〉
・翻刻史料 本文の 『論義』は 『敦煙賓歳』第47冊に収録 （422-434頁）さ
れている影印を、 また、 註の 『績述』は発見当時に撮影された画像データを
使用した。
・翻刻原文 一 漢字は既刊書との比較検討の便宜をはかり可能な限り旧字体を
使用した。採用漢字は 〈付録〉「異体字 ・旧字体一覧」（異体字 ・旧字体→採
用漢字）を参照されたL、。なお、採用漢字の上付きの数字は『大漢和辞典』
（巻数一各巻毎の頁数）に対応する。
・翻刻原文の註は該当語の最初に付した。なお、翻刻原文に用いた符号は以下
のとおり。
「P.26_495(25)J一〔P.26一 影印の頁数（各頁の＊印の付された行が頁
の始まり）、 ＿495 全495行中495行目、（25) 行の文字数〕口 欠損・
破損のために判読できない文字0・黒塗りのために判読できない文字。
0 判読できない文字 （異体字なと）。日一筆者による欠字の補填（欠
損 ・破損のために判読できない箇所を経典 ・論書など諸史料をもとに補った
箇所）。〔以下 『論義』 のみ〕［ ］ー一筆者による誤字・脱字の補填。｛…｝ 一
書写 ・校閲者による添字 レ一書写 ・校閲者による返り点。々 ー おどり
字（補って記した）。①などの丸囲い英数字は、 『妙法蓮華経憂波提舎』
(T.26 no.1519・以下、『法華論』）との対応関係を示す。＠などの丸囲い漢
数字は、 『論義』における問答形式の記述を示す。
・翻刻原文に用いた下線は、経典 ・論書からの引用 ・援用箇所を示す。とくに、
引用 ・援用箇所の調査は、慧浮の現存書 ・『要集』 ・『問答』 （『問答』の引用
文中、 冒頭に付した （A/B-C）は、全103問答中、第A番目の人全28品中、
第B番目品の第C番目問答という意味）に重点をおき、対応箇所の一文は註
に明記した。なお、 『論義』・『績述」の句読点は、 筆者の任意による。
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〈略語〉
CE. Common era （共通年代）
T. 『大正新筒大蔵経』
SZ. 『新纂大日本績蔵経』
S. 大英図書館所蔵スタインコレクション
P. フランス国立図書館所蔵ぺリオコレクション
北図 北京図書館（中国国家図書館）蔵敦埋遺書
上図 上海図書館蔵敦燈吐魯番文献
龍大 龍谷大学図書館蔵大谷探検隊将来敦煙古写経
出口 出日常順蔵トルファ ン出土仏典断片
Kor.206 韓国の宝物第206号『妙法蓮華経績述』巻一 ・二
Kor.1468韓国の宝物 第1468号「妙法蓮華経績述』巻五 ・六
「r(recto）」綴じ本の右側の頁（表）∞「v(verso）」
三、警喰品
P.13 244(09) : <3）妙法蓮［華］鰹醤｛喰｝品第三
p .13_245 (22）：白下開宗。康明一乗。論主括節大申雨意。一括十封治。麿
P.13_246(24）：破一乗郭。二括十無上。廃立一乗之道。大障破大道立。大解成
p .13_247 (25）：大行起。如此則大理定大教弘大記園大事額。故日。諸例唯以一
P.13_248(24）：大事因縁故［出］現於世。十封治者。謂七響三平等也。（り七審者。
爵破
P.13_249(24）：七種煩悩人増上。①（5）第一火宅響。破求勢力人。倒求増上慢。
求勢
P.13 250(23）：カ人。是欲界凡夫人天勝境理賓箆弊非集詩集。故名倒求。
P.13 251(23）：火宅響中。先令戯三。 抜其苦後令入一輿其大築故篤封治。
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P.13_252(23）：②（6）第二窮子答。 破求聾聞人。是聞レ整種性人。是如来｛方｝便
於－
P.13_253(23）：開｛三｝。自下レ謂乗レ上輿併等放名一向倒。窮子警中。初蒙少
慣
P.13 254(21）：不悟昔貧。後獲大賓方知今富。 故篤撃す治。③(1）第三薬草響。
P.13 255(25）：破求大乗人。一向増上慢人。大乗人。是菩薩種性人。敬雄一味
等
［捨］
p .13_256 (26）：被三根舎立権三而偏執ー故亦名一向倒。薬草醤中。一味之雨三
P.14_257(20）：草同潤令知根別破其ー迷。放局封治。④（8）第四化城響。
P.14_258(23）：破有定人。貫無而有増上慢。有定人。是得定凡夫有漏世定
P.14_259(22）：貫非浬集。［於中妄執］生浬祭想故名賓無［而］有。化城警中。立
化滅化令［入令］
P.14_260(21)：出。指｛近｝遠レ指破昔破今。故寓治レ針。骨（9）第五繋珠響。 破無
定
P.14 261(24）：人。散筒l増上慢。無定人。是退菩薩性［人］。 習道不進忘昔大善
［惰］空耶
P.14_262(21）：僻。故名散凱。繋珠警中。示其衣珠令其記憶。数人三昧
P.14 263(20）：令憶昔善。故篤封治。⑥（川第六解珠響。 破集功徳人。取非
P.14 264(22) .増上慢。有功徳人。是有撃撃聞人。断少煩悩故有功徳。大
P.14_265(21）：乗懸取不取反宣小乗。故名取非。解珠醤中。前賜田宅
P.14_266(16）：後輿明珠。前賜小果後輿大集。故霜封治。
P.14 267(24) .⑦（I）第七醤師響。 破不集功徳功人。不取一乗増｛慢｝［レ］上。無功
徳人。是
P.14 268(23）：三乗種性人。説一乗不肯惰習。猶瞥留妙薬子不服之。然則
p .14_269 (22）：醤設権方療子方服妙薬。｛弗現滅度鈍性方惰一乗。故寓
P.14_270(20）：封治。(I幻三平等者。爵破無煩悩人三種顛倒不信。①ー［乗］平
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P.14 271(23）：等破信種種乗異。故奥撃聞授記。唯有一乗無有二乗。②［二］世
間
P.14_272(21)：浬祭平［等］。矯破信世間浬繋異。故多賓入浬繋世間［浬祭］平等
p. l4_273 (22）：故。骨三身平等。篤破信自身他身［異］。 故多賓入［浬祭］巳復出
示現。自
P.14_274(21）：身他身法身平等故。案約二乗。説大乗平等。顕一切諸
P.14_275(22）：例同意。約世間。説浬祭平等。額一切諸仰同健。約自身他
P.14_276(21）：身。設身平等。顕一切［諸］傍開業。由同意故輿聾聞授記。由
P.15 277(22）：同瞳故一切世間本来自性解脱。故多賓息化入［於］浬［繋］。 由同
P.15 278(23）：業故多賓｛入塔｝多賓入巳復出。顕諸例同化同謹授記。同［意］額
P.15 279(22）：謄身。同［龍］顕法身。同業額化身。(13）十無上者。①［ー］種子無
［上］。雲雨警中
p .15 280 (24）：示現。②二筒行無上。大通智勝如来現レ示。骨三増長力無上。化
城示
P.15_281(21）・現。嘩四令解脱上［レ］無。繋珠示現。⑤五浄土無上。賓塔示現。
⑥」ーノ、
P.15 282(21）：説無上。解珠示現。⑦七教化力［無］上。踊出菩薩示現。骨八菩提
P.15_283(21）：無上。書量示現。喧九浬繋無上。醤師示現。唖十勝妙力無上。
［淵］
p .15_284 (22）・鈴残傭多羅示現。（14）案時雨既降。則草木滋前法水亦流。［即］道
p .15 285 (24）：芽使費故。①以雲雨響示現。種子無上。然彼之輿我錐下種一時。
P.15_286(23）： 一而津途致果。則道成懸隔所［以］。 須申巳行以腐彼心故。②次大
通
P.15 287(24）：如来示現。惰行無上。我既有能須令彼進所以。立化滅化進近
［進］
［匠］
P.15_288(24）：遠故。③次化城示現。増長力無上。彼既可進須返其迷所［以］。
示其衣
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P.15_289(22）：珠数人三昧故。＠次繋珠示［現］。令解無上。彼既得解其心梢浄。
P.15_290(23) .随其心浮則｛弗土浄故。⑤次現塔示現。芸評土無上。既入海土則［堪］
P.15 291(22）：聞大法故。⑥次解珠示現。説無上。f弗有堪［能］受者。必益故。
⑦次踊
p .15_292 (23）：出示現。教化力無上。物謂如来成悌甫述何得。門徒道亜玄
P.15_293(21)：極。若不遠申霊算無以桧彼情疑放。⑧次毒量示現。菩提
P.15_294(22）：無上。或聞仰寄霊長便生怠慢所以。機須日目減以告難逢
P.15 295(22) : R次レ故。醤師示現。浬繋無上。九事得成並由経力具須讃述
P.15_296(23）：令物鑓仰［故］線。⑩（！日告会残多レ惰羅示現。勝妙力無上。飴残二
義。一上
p .15_297 (23） ： 残。謂十治九無上。 所不掻慮。 ~p法師品。 勤持品。 安楽［行］品。
康説［法］
P.16_298(23）：勝妙力。 二下残。即分別品。随喜品。法師功徳品。不軽菩薩品。
日刊］
P.16_299(23）：鹿説法勝妙力。此十治十無上。是一部極意。故拳其宏O示
［文］
P.16 300(26）：其大略。此下十八品。同大開二節。初十四品庚顛経宗。後四品
贋明経
P.16_301(24）：用。問者。馬車専［其］執。庚申破二明一。 顛法授人。明用者。矯
令其仰。贋
P.16 302(21)：説生福長道。能多能速。額宗。初七品約解授記。是破聾
P.16_303(23）： 撃聞執。後七品約行授記。数レ是菩薩道。（問解初四品授上根人
p .16_304 (23）：記。多是④），！！化撃問。後三品授中根人記。多是＠退巳費心整問。
P.16 305(23）：下根人者。［多］是①決定性聾問。此曾不得記。鈴鹿輿記。如化
城品
［圃］
P.16 306(23）：説。我於鈴鹿。更有異名。是人於彼。市得減度。上根四品。響
pl!{( 
p .16_307 (21）・品閥解。信解品領解。薬草品述解。授記品授解。言嘗喰
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P.16_308(23) .者。醤是類名。喰是暁義。以其所悟。暁其所迷。故橋響｛P針。
品中
P.16 309(23）：先説。身子領解。の開別記之端。後説。鈴人未解。即生通記
［之］醤。
p .16_310 (22）：初即答縁起。後即正響義。(18）爾時舎利弗踊躍観喜。即従坐
P.16_311 (22）：起合掌謄仰尊顔者。（問避席者。執恭所以起而合掌。目撃者。
［存］ ［白］
P.16 312(24）：在道所以謄乎仰面。而日例言至得未曾有者。四）心雄悦而E恭
P.16 313(23）：身レ恭。口未宣市解倫隠。啓尊以述［レ］白之辞。即是聞此法音。
得
P.16_314(23）：未曾有［也］。 所以者何至授記作例者。（引）領［開］一乗法也。而我
等不珠
p .16_315 (21)：斯事。甚自感復。失於如来無量知見者。（叩彼激獲大賓。而
日毎］
P.17_316(21）：我濁懸隔。既喪明復失果。故［感］激而自復也。世尊。我常猫
P.17_317(22）：庭山林樹下。若坐若行。毎作是念者。（幻）山林幽寂可以来思
P.17_318(20）：行坐沈吟自多動慮故宴坐［経］行之慮持詩費疑之所。
［附］
P.17_319(22）：我等同人法性者。（剖）身子初逢馬宿問三諦。而獲初果。次因［長］
P.17 320(22）：誠悟一言。 而階上聖。自是而後歴聞方等。屡臨空門未レ難
P.17_321(23）：顕授。於法財抑亦同人法性失。［云］何如来以［小］乗法而見済度
者。
［調］
P.17_322(24) : c2白身子志狭事小入同得異酌海既不測其浅深。而請尊授有優
［鈴］ ［世］［葺］［待］
P.17_323(22）：劣不省己過各併賜偏也。是我［等］各非世尊也。（剖向者審忘各
P.l 7 _324(22）：於例。三思覆察失在於我。故非世尊也。所以者何。［若］我等待
P.17_325(22）：説所｛因｝。［所］以者何。若［我等］待説所因至至。必以大乗而得
度脱者。
P.17_326(24) : c2吋待説所因］者。待者｛謂｝停待。因謂大因謂大因｛乗｝也。畑）若
我得説［大因］。 不謹小果。［非］但
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P.17 327(19）：同入賞亦同得也。然我等不解方便随宜所説者。
P.17 328(20）・棚悉機数也。初聞例法遇信［レ］便受者。迷権行也。思推取
rn ［符］
P.17_329(22）：護者。迷権思也。由迷小法不待大因。入同得異各自［是］我也。
P.17 330(20）：世尊。我従昔来終日；寛夜毎白剤責者。佃）毎白剤己責
P.17 331(21）：心。累日連宵。憂多迷重。而今従仰聞所未聞未曾有法。
P.17 332(20）：断諸疑悔者。（剖）既裏一道理桧百滞也。身意泰然快得
P.17_333(21）：安隠者。。2）泰通也。快楽也。憂悔塞心所以不泰疑揺其慮
［陣］
p .17 334 (17）・是故不安。今既悔蕩疑余所以身通意築也。
P.18_335(24）・今日乃知異例｛是｝悌子。従例日生従法化生。得例法分者。側員
是
P.18_336(22）：悌子者。受［父］韓分信心種子従員流。従｛弗口生者。受父教訓
P.18 337 (23）：得聞慧也。従法化生者。［生〕在父喜入思慧也。得［仰］法分者。
受父付
P.18 338(22）：場行情慧也。印）我本書出見。爵諸究志師。世尊知我心。抜出
［著］［郭］
P.18_339(21)：説浬繋。（即我本着耶見者。受［邪］教爵外道弟子時。局外道弟
［邪］
P.18_340(21)：子時。震諸党志師［者］。轄耶説浬繋道矯外道師主時。世尊
［邪］ ［和l ［邪1
P.18 341(22）：知我心者。耶機動善根成熟時。抜耶説浬集者。耶病破解
［邪］
p .18_342 (22）：脱生死生時。此明会利弗初局外道冊l闇耶弟子。其師浸
［統］
P.18 343(21）：後掻彼徒衆。例誠馬宿比丘日汝見非常之人。勿虞説
p .18_344 (19）：法馬宿後逢舎利［弗］。略説三諦。彼獲初果。此［レ］即偽義。
P.18 345(20〕：側初聞例所説。心中大驚疑。終非魔作例。悩筒L我心耳目
p .18 346 (22）：者。間初聞例所者レ説。創j票示明一之宗。心中大驚疑者。撤侃
［形］［日］［怨］
P.18_347(21）：破二之説。終非魔作例者。謂魔化刑以自［レ］或。悩霞L我心
P.18 348(21）：耶者。謂魔繁［説］以凱心。（掛然舎利弗。今嘗復以答日食更明此
P.18_349(20）：義。諸有智者以答日食得解者。国）智者是四大聾聞等。彼
P.18_350(21）：難未能忘言以悟旨。或可虚心以待響。将欲篤其説醤
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P.18_351(21)：義故。［先］以者［レ］智撃讃之。（40）此響破求勢力人。倒求増上慢。
(41）先
［柑］
P.18 352(19）：立火宅即慾病。後立三車即救命。（42）舎利弗。若園邑
［務］
P.18_353(21)：衆洛有大長者。州立日来圏第大慮。邑篤中慮。衆落篤小慮。
p .18_354 (22）：此響如来三因。環器説法因。以三千大千世界箆境界。巴
［通］［情］ ［盟］
P.19 355(23）： 笹神法田。以十階説法［田］矯境界。園警智法因。以一切世界篤
［蕊］ ［耳］
P.19_356(21）：境界。其年朽遁者。（叫如来至法曾［レ］華年己七十五故朽遁。
P.19_357(22）：多有田宅者。団）［回］響九定。宅響三空。愛恵国レ如。三空銀神
如宅。
P.19_358(19）：此建功徳田宅。非火宅也。及諸筆僕者。（46）如来四僧
［古］［即］
P.19_359(24）：其家贋大者。（47）家鉾衆生本識。嬰異作｛三｝界篤宅レ火。唯有一
門者。
P.19 360(24）： 側謂ー併教門。諸外道門不能出宅レ火。多諸人衆。一百二百乃
至
P.19_361(28）：五百［人］者。（制響五道種子。五道以十使篤通因。十業［道］矯別
因。十使一一起十業。
p .19 362 (27）：即［有］百業。一道有一百。五道即五百也。止住其中。側五道種
子。冥伏在本識
P.19_363(23）：中也。堂閣朽故給量類落。柱根腐敗棟レ梁傾危者。削崇閣嘗頭
P.19_364(21)：頂。緒壁響皮肉。柱根嘗骨節。梁棟響筋M<。堂閣朽故者。
［喰］
P.19 365(21）： 髪白面鍛。是頭老相。嫡響慣落者。肉消皮緩。是皮老相。
［主］
P.19_366(22）：柱根腐敗者。脚弱脊眠。是骨者相。梁棟傾危者。筋奉脈縮。
P.19_367(17) : ［是］筋老相。色身既老。名身亦襲。即五陰倶老也。
P.19_368(24）：周匝倶時欽然火起焚焼会宅者。（ω因四苦生三毒。 四苦焼人身
P.19_369(23）： 三毒焼人心。故日。焚焼会宅也。長者諸子。若十廿或至対。在
P.19_370(27）：此宅中者。（日）三乗種性亦在本識中。三乗各［行］十善各以十善。
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［特］
而成性故各
P.19 371(26）： 言十也。長者見是大火従四面起者。（同）浬紫綬云。附以四面審四
山。生老
P.19_372(27）：病死。生潟東面。老篤南面。病爵西面。死矯北面。是以衆生重
婚。故以醤
P.19 373(24) : Ll.I。謂見子三毒従四苦瑳也。即大驚怖者。価）見火但樗日驚畏子
P.19_374(24）：被爆篤怖。［驚］響如来大智。怖醤如来大悲也。而作是念。我難
能於
P.20 375(25）：此所焼之門安隠得出者。（51）衆生不信仰敬之門即滅。故日。所燐
我
［者］
P.20_376(23）：昔巳信故今得出也。［而］諸子等。於火宅内楽着嬉戯。不費不知
P.20_377(23）：不驚不怖。側不費生苦。不知老苦。不驚病苦。不器死苦。（回）我
手レ身
P.20_378(23）：有力。嘗以衣械。若以机案。従舎出之者。棚）身醤如来定力。手
筈
P.20_379(26) 如来慈力。依騨定震五通力。援械馨対二相。机案馨平等大恵。
［依］定力
P.20_380(26）：現舟二相令其衆生信。即［以］定力出之。依恵力讃平等大悪令其
衆生
P.20_381(25）：智。即［以］恵力出之。是舎唯有一［門］。市復狭小者。印I)無明羅
剃経説。一門謂
P.20_382(27）：法性門。案唯一例数立法性。破人性放言一門。三歳数中。不令
二乗虞
P.20 383(26）：度一切故言狭。不令求大菩提故言小。＠拙）問。設三車以誘三根。
言三不
P.20_384(25）：言其一。［開門］以出三子。［即］言ー 不言其三何也。答。［門］可
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貴賎同行。宜言其一。
［著］
P.20 3白（21)：車則尊卑別載。所以言三。 諸子幼稚未有所識。感着戯
P.20_386(25）：慮者。（削皐道之年既従覆郭之情猶重療故故。的唇二乗之敬愛故
P.20 387(24) .向沈五境之因。或首堕落震火所焼者。（臼）投入夜光。鮮不案剣。
篤［説］
P.20_388(23）・妙法。多生誘心。誘心亦起大坑即入。故日。［矯火］所焼。父量佐
憐感者。
P.20 389(23）： 刷心悲欲抜之。善［言］誘喰者。口悲欲引之。梁着嬉戯魔者。自
［愛］
憂［多］。 不
［晶］
P.20_390(25）：不肯信受者。由見重。不驚不畏者。見無明。了了無出心者。是
慨怠。
［史］ ［凪］［苛］
P.20_391(25）：亦復不知何者是［火］。 （回）三毒局火。云何［者］矯舎者。五陰養舎。
云何矯失者。
p .20_392 (25）：不知三苦所逼矯失。但東西走戯視父市巳者。東西笹苦集。南北
P.20_393(26）：筈滅道。此出器沙。子議苦集。即是走戯東西。父謹滅道可謂往
東西
P.20 394(24）：南北。未能逐レ障但可顧陪而巳也。（6η此合己馬大火所焼。我及
諸
P.21_395(24）：子。若不時出。必局所焚者。（削［夫］舎既被焼而媛子何不遠出。
父心顧
P.21_396(23）：轡則同陥火災。衆生病［故］菩薩［亦病］也。我今首設方便。令諸
子等得
P.21_397(24）：免斯害者。但9）欲構三車之術。令絶五痛之災。父知諸子先心各有
P.21_398(24）：所好者。σ0）更観其過去根［欲］性也。爾時諸子聞父所説。珍玩之
物者。
P.21 399(24) : c川警［受］三乗数。適其願故者。響稀三乗機。心各勇鋭者。醤彼
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心進レ精
P.21_400(22）：互相排［レ］推者。響彼身精進。競共馳走者。［嘗］登八正之路。
字出
P.21_401(25）：火宅者。醤免［五］痛之災快乎哉。慈慈父之秘案於斯［方］端失。
皆於四衛
［型］
P.21_402(24）：道中者。（問醤入四輝諦観。露地而坐者。響入無肇心撃地。有郭
可［言］
P.21_403(26）：覆。無筆地。無郭故言露地。所作己緋。故言而坐。無復郭擬者。
一切或
［時］
P.21_404(22）：輩。其心泰然者。菩薩病愈也。（73）羊車鹿車［牛車］願垂賜輿者。
諸子
P.21_405(23）：願未願意。所以具索三車也。（74）爾時長者。各賜諸子等一大車。
P.21_406(26）：以一切智矯盟。（7日智度論目。一切智矯大車。八正道行入浬祭。
其車高
P.21 407(25）：贋者。誘出二乗故言高閤度四生故言衆底。衆賓荘校者。七賓賓
P.21_408(25）：荘長者之車七財管如来之乗。周匝欄楯者。（7副長者之車欄持内徳。
P.21_409(27）：橋防外侵如来之車待内衆善遮外衆｛ち｝。四面懸鈴者。長者之車
四面
P.21_410(24）：懸鈴以驚衆如来之車四緋宣令以化衆生。 （77)又於其［上］張設憾蓋
p .21_ 411 (22）：者。長者憾蓋。［則］高出而下覆如来四等。高出衆聖下覆衆生。
P.21_412(27）：賓縄交絡者。 憾一施絡。［則］瓢鼓不定綱以珠縄。住持不動如来
［之車］。 亦爾若智
P.21_413(24）：無大菩。［則］普選之情或動御以［四］弘。［則］虞運之心恒定。垂
諸華鰻。［華綾］垂下。［則］
［街J [J守］
P.21_414(22）：悦物来衆四撮術順。欣蹄若林。重敷椀縫安置舟［枕］者。 げ8）続縫
［丹］
P.22_415(24）：誓八開舟枕醤滅定。敷誕置枕。是眠臥之儀。入定滅心。是紙息
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［之］
［締］
P.22_416(23）：状。［故］経説。例究寛［臥］阿羅漢眠也。加以白牛者。間牛警如
来大悲。［大悲］以
［言］
P.22_417(23）：無療善根矯健。 故日白臨遂衆生如積子随母放言牛。制経論
P.2 418(23）：説。随遂衆生如積子。［是］故貌｛傍｝大悲牛。膚色充潔者。膚色
充潔
［自］［形］
P.22 419(24）：者。牛則膚色［レ］充潔。悲［則］内潤外朗。i健妹好者。牛則高
下態量観
P.22 420(24）：者。謂［之］妹好。悲則｛無｝怨親合機受者。謂之性正。有大筋力
者。衆生
P.22_421(25）：以五陰寓重携如来以回生矯重措。牛則［ヲ日大車市現力。悲則荷
重
p .22_ 422 (25）：荷櫓而呈功。行歩平正者。牛則不隔夷険高下一切平行。悲則不
P.22 423(26）：限怨親［是非］一切平等観。其疾如風者者。量生人之悲仮作心而去
選。 如来
p. 22_ 424 (25）：之悲住自然不遠去速。又多僕従市侍衛之者。僕従而衛之者。
(81)僕
p. 22_ 425 (24）：従調衆魔外道。経日。衆魔外道皆吾侍也。明）而生三界朽放火宅
p. 22_ 426 (24）：者。佃）三界。是衆生繋縛之慮。実由大智故巳出。今由大悲放復
生。
P.22_427(22）：見諸衆生矯生老病死憂悲苦悩之所焼［煮］者。 （制見［内］縁苦。生
老
P.22_428(26）：病死在身。内角苦縁也。入胎乃至胎名初入胎。（時受雑裁苦。漸
漸竪時
［大］
P.22_429(25）：受轄熟苦。五胞開時受迫裂苦。在胎臥時。受塵迩苦。正出胎時。
;s;<1. 
Jι 
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［然］
P.22 430(24）：迫迩苦。初胎［レ］出時身如新療。手水衣蝿如焚灰濯。如刀剣解o
;s>1. 
Jι 
P.22 431(26）：難忍音。名局生苦。（刷費異相。名老レ是苦。老人歯歯落。入皮
皮緩。入毛毛
p .2_ 432 (28）：白。入大大疎。入根根弱。入背背屈。入支支差。入身身［則］戟
動不安。 入心心則
P.22_433(25）：悼蕩忘失。故名老昔。（87）四大相違名是病。違自能故。能害本
［故］。不自在
P.22_434(25）：故。是病苦。今断名死昔。（曲）若人臨死。膝往他方。非所究悉。
終離親愛
［貨］
P.23_435(23）：身屋崩倒。生大怖畏。是名死苦。生老病死。倶痛苦縁。能生憂
P.23_436(24）：悲苦悩。即是苦龍。伽）憂憂悲是心。苦苦悩是身者。由彼四縁生
此
P.23_437(24）：二熱故之所燐煮。亦以五欲財利故受種種苦者。見外縁苦也。
P.23_438(26）：五慾在身外亦箆苦縁［故］。五欲者。可愛五塵能生慾心故名［爵］
欲得之。則
P.23_439(26）：資［身］悦巳故名財利矯求。此［二］利三時受苦。或現報或生報或
後報。故日。
［詩］
P.23 440(24）：種種苦。 文以貧着追求故現受衆生苦者。棚見［現］報苦也。追求
五欲。［現在］
P.23_441(24）：復三時受昔。寛時生動努苦。守時［生怖］畏苦。失時生熱［悩］苦。
後受［地］獄畜
P.23_442(28）：生餓鬼之苦者。見生報｛苦｝。［由］非法求利。故堕三塗苦［レ］受。
四I）地獄苦有三。一熱二
P.23 443(28) .寒三遊。熱地獄有八。一名更生。亦名更活。亦名等活。或［獄］
卒唱生。或冷風吹
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P.23 444(27）：活。雨縁難異令活一等。故名等活。二黒縄。先以縄併後以斧析。
三名衆
P.23_445(27）：合。亦名衆掻。雨山下合以櫨罪人。四名叫喚。獄卒逼越叫民而
走。五名
P.23_446(27）：大叫喚。四山火起欲逃無路。故［大］叫喚。六名［焼］燃。火錨狭
迩於中受熱。七名
P.23 447(29）：大焼燃。山火相博鍵笑罪人。八名無問。亦名無揮。一投苦火永
無築問。既無
P.23_448(29）：梁間何所可捧。此八在地下重累而住。一一各有有十六園。通七
［レ］十。合一百
P.23_449(27）：舟六所。罪人於中受熱苦レ悩。寒地獄亦八名。一名頒浮陀。此
云細胞寒
［通］
P.23 450(30）：苦所切肉生細胞。二名［尼］頼浮陀。此云大胞寒風所吹遍｛身｝
［成］胞。三名岡町町。唇不
P.23_ 451 (26）：得動唯舌得動。放作此撃。四名阿波波。舌不得動唯膏得動。故
作此
P.23_452(24）：聾。五名咽喉。唇舌皆不得動振気。故作此撃。六名欝波羅。 此
Z三
p. 24_ 453 (27）：青華［レ］蓮。此華葉細［肉色細］訴似此華開。七名波頭摩。此云
赤蓮華。肉色大訴似［此華］
P.24 454(28）：開。八名分陀利。此云白蓮華。彼肉大訴似此華開。前崩身相受
名。次三整
［同日
P.24_455(28）：相受名。後三痛相受名。此八在澗洲間［著］銭園山底。仰向居止。
罪人於中受
P.24 456(25）： 寒凍苦。途地獄有三。一山問。二水問。三暖野。罪人於中受別
報苦。
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P.24_457(29）：側畜生有三。一水行。二陸行。三空行。復各有三。ー無足。二
二足。三多足。此九受
P.24_458(26）：相害昔。餓鬼有三。一無財。二少財。三多財。無財有三。ー矩
口鬼。火従
P.24_459(27）：口出如野火焼樹。二針口鬼。腹大如山咽如針孔。三臭口鬼。口
描腐臭
P.24_460(28）：猶如糞廊。此三並不得食。故名無財。（附少財亦三。 ー針毛鬼。
毛長旦利行使
P.24_461(26）：自刺。二臭毛鬼。毛長覆常白抜受苦。三大痩鬼。咽垂大痩常自
決町並
P.24_462(28）：膿。而食三得レ少鬼不序食。故日少財。多財鬼亦三。一得棄鬼。
[≪!] 
恒得祭嗣所
P.24_463(26）：棄食。二得失鬼。恒得街衡所遺食。三大勢鬼。恒得妙食由無量
餓鬼
P.24_464(26）：所建食化矯膿。此［三］得食。故｛日｝多財。若人非法求利。生報
受。此三塗苦。
P.24_465(21）：若生天上及在人問。受貧窮困苦愛別離苦怨憎曾苦
P.24 466(27）：者。（附見受後報苦。由此非法求利。於人天中。受相似果。（95）貧
窮困苦者。追求
P.24_ 467 (25）：時倫盗法相似果。愛別離苦者。是追求時雨舌［相］似果。怨憎舎
苦者。
P.24 468(23）：是追求時悪口相似果。如是等種種諸苦。衆生混在其中者。
p .24_ 469 (27）：側沈浸苦也。（97）是大衆深贋如海衆生不能得出。故日。混在其中。
(98）歓喜下。見
［怒］
P.24 470(23）：迷或苦也。歓喜遊戯者。由愛多。不覚不知。不驚不怖者。由鹿
［厭］
P.24_471(25）：重。亦不生霊者。無智根。不求解脱者。少信力。東西馳走者。
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正沈苦
P.24 472(23）：集。 不以矯患。未欣滅道。（開）汝等莫得築住三界火宅者。（剛火
宅是
P.25_473(24）：苦器。汝勿住之。勿貧［箆］弊色撃香味嫡也［者］。五欲是苦具。
汝勿食之。
［人］
P.25 474(25）：下界放箆。壌不故弊。（叩I）智度論目。衆生常矯五欲所。［五欲］
者得之縛劇如
［穫］
P.25 475(25）：火炎済。五欲焼人女日逆風執；矩。五欲害人［如］践悪毒。女日密塗万
舌祇
［著］
P.25_476(25）：者。傷舌。得之少梁失時大苦如此箆弊。汝勿食着。生愛則局所
；焼
P.25_477(25）：者。是苦力。汝謄捨之。 (102）汝［等］嘗知。此三乗法皆是聖所稽
［歎］
讃者。（問）不可阿。
P.25_478(25）：自在無繋者。或業壷故。無所依求者。心消足。（山〕若有衆生。
内有智性
P.25 479(28）：者。是因力。従仰世尊者。是縁力。聞法信受者。思惟力。態場
精進者。修行力。
P.25_480(27) : ＜附経説。具此四力名丈夫。求一切［智］仰智自然智無師智如来
［知見］主者生堕圃
P.25_481(29）：者。（】師）求通達四智通達健。一切智即是悌智。 如来力即縁一切
種智。無師智二
P.25 482(27）：偲数。自然智前二自然。撃間有一切智線相縁故。縁質有無師智
不慣
P.25 483(27）：数故。菩薩有一切種智行道種故。併有自然智無切用故。劣不兼
勝勝
P.25 484(27）：必魚劣故例。其四智也。カ無畏通達用是障天魔用天畏是伏外道
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用
P.25_485(25）：慾念安楽者。求弘済弘済以四種憐懸魚種。謂慈悲喜捨。懸念者。
P.25_486(26）：是悲相側苦篤慾記錬矯念。安染者。是慈想令行普因震安令得善
P.25 487(27）：果篤集。利益天入者。令入善趣位。度脱一切者。令得三乗果若
人求四
P.25_488(22）：通達及弘レ四済名下併種。(107）響如長者。有一大宅。其宅久故
P.25_489(28) : 1而復頓弊。（I叫）有一大宅者。大宅是衆生本識入如来悲願之中局
一併乗所
P.25 490(27）：担是如来所査。故言長者有一大宅。其国久放。園口口壁無
始故
P.25_491(27）：日久。墾童敗壊之所｛以｝言故。而復頓弊者。四者窒並塑レ宣。
六識倶悩故
P.26_492(20）：言弊。鶏泉周産鷲。烏鵠鳩銭。(I凹）此響曾伏初六鳥響食食
［形］
P.26_493(24）：後二鳥姪食。（10）智度論云。聾餐因縁故。受烏鵠鶏泉鷲之刑。
経欲
P.26 494(21）：欲罪重。放局鳩鵠之属。玩蛇揺レ峻。娯松抽挺。守宮百足
［担］ ［勉］
P.26_495(25）：狸［レ］抗健鼠。諸悪虫輩。交横馳走。此響膜使。川）智度云。臨
悉｛多｝放受毒（I凶
四、 『妙法蓮華経績述』の撰述年代について
以上、『論義』の 「答日食品」第三以下最後までの翻刻を終える。
以下では、新出史料『績述Jと新発見史料 『論義』 とに対する筆者のこれま
での書誌学的な分析を通じた研究成果をまとめ、 『績述』の撰述年代を究明し、
『論義』・『問答』の成立についても言及しておきたL、。
『績述』の撰述年代について筆者は拙稿 「法華章疏における五分釈の展開」
において、
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『績述』の撰述年代は明確ではないが、序品の釈文に、自らが筆受（113）に
あたった 『大乗荘厳経論』からの引証（14）が見られることから、本論の訳
了 （CE.632）を上限とし、また、慧浮伝に基づけば、貞観十三年
(CE.639）の事柄として、『法華経』の 「序品第一」の解釈をめぐって道
士奈晃と抗論する際に慧浄が述べたとする説が、 『績述』にそのまま見出
される（115）ことからこれを下限と推定しうるのみである。或いは道宣
(CE.596-667）が『績述』を知っていて後からこれを補ったとしても、
『績述Jには玄焚（CE.624-664）訳の影響（116）が見られないから、彼の帰還
(CE.645）以前であることは確実である（117）。
と推定したが、『績述』に対する数少ない先行研究のなかで、この問題につい
て言及している先行研究によれば、
ところで、この『法華経績述』十巻はいつごろ作られたのであろうか。慧
浄は唐の貞観十年（六三六）に長安の紀国寺に住して、そこで諸大乗経典
の研究講説をおこなって、それぞれの綱要書を書いているから、それは少
なくともかれが長安の紀国寺に住した貞観十年以後まもないころに作られ
たものと考えられる (118）。
とし、『緩述』を慧浄が紀国寺に住した貞観十年 （CE.636）以降の撰述と推定
している。
慧添は少なくとも武徳の初歳（CE.618）にはすでに紀国寺に住していたこ
とが知られているが（川）、ともあれ慧浮伝の 「貞観十年に至って、本寺に開講
す（120）」という記述を上記の指摘のように、本寺を紀国寺と、開講を諸大乗経
典の研究講説と考えれば、確かに貞観十年以降の撰述とみても差し支えなし、。
したがって、筆者の推定した撰述年代の上限632年を636年に修正すれば、 『績
述』の撰述年代は636年から639年の聞ということになる。
ところで、 『績述』の抄出である 『論義』の成立年代は、 『論義』の 「績述』
に対する抄出態度を窺うために、註に明記した 『績述』との対応箇所からも明
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らかなように、『論義』は独自の地の文をほとんど有せず、 『績述』を簡略化し
ながらこれを忠実に抄出している。したがって、 『論義』の本文からはその成
立年代を判ずるような素材はないというに等しL、。
一方、『績述』の十巻のうち、巻数にしてわずかに二巻ほど （二割程度）、す
なわち、 「序品」の末尾から 「醤日食品」の半ばまでの抄出である 『論義』 との
対比において、 全103問答中、 20問答（山）（二割程度）が 『論義』に見出される
ことから『績述』の末註であることが明らかとなった『問答』では、経典・論
書からの引用文例の場合、 『績述』や 『論義』 に比してより詳細に示される例
が多L、。つまり、典拠の再確認が行われた形跡がある。
また、 『論義』 には見当たらないが、 『問答』 ・『績述』に共通・一致する文例
が見られることから『問答』は 『論義』 を介することなく、直接に『績述』を
用いていた可能性がある。
しかし、 『法華論』の援用文例の場合、『績述』には見当たらないが、 『論義』・
『問答』に共通する文例が見られる例や、同じ間違いを踏襲する例もあるため
に、両者は 『績述』のほかに『緩述」に基づいた敦埠の修治本を同じく受けて
いた可能性もある。
筆者は 『論義』 と 『問答』とに直接的な影響関係はなかったものと考えてい
るが、この問題については、さらに検討を加えていくことにしたL、。
五、今後の課題
本研究により、これまでに散逸したと思われていた 『績述』の全容が明らか
となり、また関連史料の『論義』が翻刻公開されたことによって、ょうやく
『績述』研究の土台ができるようになったのである。
しかしながら、同時代の法華章疏に比して 『績述Jがそれほどに重用されな
かった理由とは果たして如何なるところにあったのであろうか。おそらく、新
訳の勢いに後押しされてその勢いを一気に背負って台頭してきた慈恩基の『玄
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賛』に押されたとも、または慧序が特定の宗派に属していなかったために、彼
の教学、とりわけ法華教学を継承する後学・後継者がいなかったことなどが理
由として挙げられようが、ともあれ、慧瀕ないし 『績述」は、少なくとも敦燈
の地においては影響力のあったことが認められる。
すなわち、敦士皇文書のなかから 『績述』の抄出である 『論義』や 『績述』の
末註である 『問答（122）』が発見されたことからも領かれるように、これらの史
料こそが敦爆における 『績述』研績の裏付けの証左になるのである。
ことに、 慧移の著述にして現存するものは、その大半が西域より出土された
ものである。この事実を明確にするために、諸史料によって知られる慧浮の著
述並びに先行研究によって明らかになった西域出土文献における慧浮の著述
（類同・類似を含む）をまとめてみると以下のようになる（＼23）。
①失慧伊述 『雑心玄文』三十巻 〔『績高僧侍』・『新唐書』〕
②失慧序述『倶合論文疏』三十余巻 〔『績高僧侍』・『新唐書J〕
③失慧浄撰『注金剛般若経』一巻 〔『績高僧侍』・『法苑珠林』〕
④ 存 慧浄註 『金剛般若波羅蜜経註』 三巻（SZ.24no.456) 
類同： C[S.2050］・T.85no.2738°2'l) 
⑤失慧浮撰 『諸経講序』一巻〔『大唐内典録』・『法苑珠林』〕
⑥失慧浮 『大荘巌論文疏』三十巻 〔『績高僧侍』・『新唐書』〕
⑦失慧浮述 『大荘厳論疏』十巻〔『法相宗章疏』〕
⑧存慧浮撰『析疑論』 一部一巻（T.52no.2103所収）
⑨ 失 慧芸評撰『詩英華』 ー峡十巻〔『績高僧侍』〕
⑩ 存 慧序述『妙法蓮華経績述』十巻（Kor.206・Kor.1468)
抄出 ：［S.6494]（前稿 ・本稿）
末註：（［S.2662]• T.85 no.2752) 
⑪失慧序 『法華経費略』二巻〔『東域侍燈目録』〕
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⑫ 失 慧浮 『勝霊鰹疏』〔『績高僧侍』〕
⑬失慧浮述 『仁王般若疏』二巻 〔『法相宗章疏』〕
⑭ 存恵美F撰 『温室経疏』一巻 （［S.2497］・T.85no.2780) 
類同： ［S.3047］・［S.3881］・［上図068(812510)] 
⑮存慧浮撰『［孟蘭］盆綬讃述」 一巻 （［P.2269］・T.85no.2781) 
類似・ ［上図068(812510) J・［出口 三二五（PL.LVI A9)] 
⑮失慧浄 『禰勅上生経疏』〔『績高僧侍J〕
⑪ 失慧浮 『禰勅下生経疏』〔『績高僧侍』〕
⑮失慧海述『禰勅成例経疏』一巻 〔『法相宗章疏』〕
⑩ 存慧浮述『阿禰陀経義述J一巻 CT.37 no.1756) 
⑮存慧序作 『般若波羅蜜多心経疏」一巻（SZ.26no.521) 
類同： ［S.554］・［S.5850］・［北図昆12]
類似目 i[S.839］・［S.7821］・［P.2178］・［P.3229］・［P.4940］・
［北図為52］・［北図闘9J、i ［龍大五三一］
⑫ 存 慧移か 『無量蕎観鰹義記（附」一巻（[S.327］・T.85no.2760) 
類似：［S.524]
⑫失慧浄か『額揚論疏』〔『東域侍燈目録J〕
こうしてみると、 一般的にテキストの混乱が指摘されている西域出土文献が
慧浮の現存する著述の大半を占めている現状のなかで、韓国に刊本として現存
している『績述』の史料的価値が如何に高いか言うまでもなかろう。したがっ
て、 『績述』こそ史料として最も確実で、かつ質量ともに群を抜いているとい
うことができるのである。
というのは、従来、慧浮伝に基つ＇t，、て645年と推定されていた慧浮の没年を、
近年、西域より出土された慧浄関連の史料とも整合性を持たせるために、それ
以降に修正・見直そうとする傾向にあるが、先述したように、他の史料はとも
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かく、史料として最も確実な 『績述』には、新訳の影響がまったく見られず、
645年以前の撰述であることは確定的であるため、没年再検討の史料として
『績述』は不適切であることを指摘しておきたし、。
また、これまでは慈恩基の著述のなかで、『大般若波羅蜜多経般若理趣分述
讃』 CT.33no.1695 p.27b）と『玄賛』（T.34no.1723 p.661b）とに、慧~の名
を出してその説を紹介している各一例ずつを知るに過ぎなかったが、『績述』
の現存することが明らかになった以上、これまでは掘り下げることのできなかっ
た、慈恩基が慧浮よりどの程度影響を受けているのか、または 『玄賛』自体に
『績述』がどの程度影響を及ぼしているのかといった問題に対する検証が可能
となったため、これを明らかにすることが今後の研究課題の一つになると考え
られる。
さらに 『績述』において、世親の 『法華論』の解釈をふんだんに取り入れて
いる慧浮は、同じく世親釈（126）の『大乗荘厳経論』の筆受にあたり、文疏三十
巻を著しているほど、世親の唯識理解に対する見識の深さも期待できるため、
『績述』には、世親の『法華論』に対する新たな見解や解釈が見出される可能
性がある。
さて、「績述』の後代への影響については、法華章疏に限るものではあるが、
すでに拙稿 「法華章疏における五分釈の展開」において論じたために、本稿で
は詳述しないが、 二三付け加えておけば、慧滞が 『法華論』をもとに創案した
「五分釈」が『緩述』以降の法華章疏に広く採用されるようになったのは、直
接的に 『績述』による影響とは言い難く、正しくは慈思基の 『玄賛』を媒介と
して広ま ったと見た方が無難かも知れなし、。
なお、道世（CE.668）の 『法苑珠林』が慧浄の 『績述』を大幅に引用し、
これに依拠している例（127）が確認できたため、指摘しておきたい。
その他、これまでも確実に 『績述』からの引用 ・援用が認められる法華章疏
については、 『論義』 と対応関係にある文例は、前 ・本稿における該当箇所の
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註に、また、『論義』とは対応しなくとも、 『績述』に対応する文例、例えば、
義一（CE.VII-VIII）の 『法華経論述記Jの三例（128）などは註に明記し明らかに
してきたとおりであるが、これまでの調査により、新たに作者未詳の『法華経
玄賛緯』に二例｛聞に 中算 （CE.X）の『妙法蓮華経緯文』に八例。舶が確認でき
たため、その対応箇所を示しておく。
最後に、『績述』の場合、筆者がこれまで収集した百点ばかりの西域出土漢
文文献法華章疏と対照をしていけば、 「化城日食品」以下、さらにはその関連史
料が見つかる可能性がある。
スタイン（SteinMark Aurel CE.1862-1943）は、敦煙の地で大量の写本を
みてそれを「聖なる廃棄物（sacredwaste）」と名付けたという（則。 筆者はフ
ランス国立図書館でその 「聖なる廃棄物」の一部に触れ（日ヘ 自分のスキルを
活かし、コンピタンスを最大限に発揮できる研究領域と出合った。おかげで現
在筆者はゴミあさりに夢中である。
(2011年7月稿）
〈註〉
(1）本稿の校正中に、巻五・六の画像データとテキス トデータとが 「国家記録遺産ホー
ムページ」に公開されていることを知った。ただこれは原文とおりの翻刻である
ため、異体字、旧字体の確認は本稿の付録 「異体字・旧字体一覧」を、欠損・破
損箇所の補境は本稿の註を参照されたL、。
( 2 ）とくに 『要集』は、従義 （CE.1042-1091）撰『天台三大部補注』巻第五に 「経云
諸修行 慈恩云行字去室主今謂準義雄然日産須平主主。 記云他人於此背!El~三門 大唐之
時嘉祥紀園安図書主恩等並有法華疏l故有此説今既不侍難箆尋索下文多有指他之言準
斯可識若輿慈恩而緋得失臨文一一引示。」（SZ.28no.586 p.229b, ll.5-10）とある
ように、 早くも十一世紀半ばには散逸してしまった安国寺利渉 （CE.-625-722-) 
の 『法華疏』についても多数の引用が見られるため、手fj渉の『法華疏』研究に際
しての貴重な史料になる。なお、『要集』自体は、貞慶（CE.11551213）撰
(CE.1208）『法華開示抄』（T.56no.2195）に 「鏡水抄」として頻繁に引用される。
( 3）慧伊（CE.578645？）述 『妙法蓮華経績述』巻第五に 「妙法蓮華経績述巻第五
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唐京師紀園寺沙門稗慧浄述答日食品第三 自下卜八品開宗。康明一乗。論主
括節大申雨意。一括十針治。廃破一乗隊。二括十無上。廃立一乗道。底破一乗降。
是申前破二義。廃立一乗道。是申前明一義。大障破大道立。 大解成大行起。立日此
~n大型定大教弘大記園大事頼。 故日。 i准以一大事因縁故出現於世。 －H吋治者。 調
畳 二園 。圃者。一火宅。二窮子。三騨 。四化城。五慨。六酬。七醤
師。三平等者。一乗平等。二世間浬祭平等。三身平等。」（Kor.1468p.3-lr, l.1-
10）とある。
( 4)『妙法蓮華経績述』巻第五に 「論説七答。破七種有煩悩人。七種増上慢。一求勢
力人。倒求増上慢。二求書室聞人。一向増上慢。三求大乗人。一向増上慢。四有定
人。寅無而有増上慢。五無定人。散簡L増田慢。六集功徳人。取非増上慢。七不集
功徳人。不取日乗匡圏」（Kor.附 8p.3-lr，川－15）とある。引用文中、 「論説
七響」とは、婆薮繋豆釈菩提留支共曇林等訳 （CE.528）『妙法蓮華経変波提舎』
巻下の 「何者七種具足煩悩染性衆生。一者求勢力人。二者求聾問解脱人。三者大
乗人。四者有定人。五者無定人。六者集功徳人。七者不集功徳人。何等七種増上
慢心。云何七種警日食針治。一者傾倒求諸功徳増上慢心。謂世間中諸煩悩染織然増
上。而求天人勝妙境界有漏巣報。豊：｝治此故篤説火宅笹H食店陸、知。三者整問一向決定
増上慢心。自言我乗輿如来乗等無差別。如是倒取。封治此放局設窮子響H食店長知。
三者大乗一向決定増上慢心。起如是意無別室草間砕支仰乗。如是倒取。封治此故篤
説雲雨響日除店長知。四者賞無諮有増上慢心。以有世間三昧三摩政提。'CT無浬繋生t里
架想、。如是倒取。封治此故矯説化城壁喰磨、知。五者散筒L増上慢心。安無有定。過
去雌有大乗善根市不究知。不覚女[J放不求大乗。狭劣心中生虚妄解。謂第一乗。如
是倒取。針治此故篤説繋賓珠警官食感女[J。六者賞有功徳増上慢心。関大乗法取非大
乗。如是倒取。封治此故震設輪王解自塁手中明珠輿之答日食感ま[J。七者'Cr無功徳増上
慢心。於第一乗不曾修＠集諸善根本間第一乗心中不取以馬第一。 如是倒取。封治
此故主主説瞥師答日食感知。第一人者。示世間中積極普線三昧功徳方便令喜。然後令
入大浬祭故。第二人者。以三銭ー令入大乗故。第三人者。令知l積穣乗諸例如来平
等説法。隣諸衆生善根種子而生芽故。第四人者。方便令入浬繋城故。浬重量城者。
所謂諸問三味城放。過＠彼城己。然後令入大浬築城放。第五入者。示其過去所有
善根。令憶念己。然後数令入三昧故。第六人者。説大乗法。以此法門間十地行滅。
諸仰如来＠密輿授記故。第七人者。根未淳熟篤令熟故。如是示現得浬集量。局是
義故。如来＠説七種響喰。」 【T.26p.8脚註＠】 「集ニ習②⑧・」【T.26p.8脚註＠】
「彼＝後③⑩」 【T.26p.8胸l註＠】 「密＝蜜⑧」 【T.26p.8脚註＠】 「説＋（此）②⑧」
(T.26 no.1519 p.Sb, 1.1 -p.Sc, 1.10）に対応する。ただし、 『綴述』・『論義』・『問
答』では 『法華論』の七種笹喰中、 三、雲雨響喰の名を薬草響［喰］に改める。ま
た、 『法華問答』に 「(15/3-1)笹口食品二十二燦 問。論説十種釣治及十種無上名
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願何義。対列其名 答。 十種封治額破三義。 十種事！€上額明一義。 十穏針治者。 七
日食三平等。七答者。ー火宅答。二窮子答。三薬草響。四化城瞥。五繋珠盤。七盤
師答。三平等者。一乗平等。二世間浬祭平等。三身平等。七磐針治有煩悩人病。
三平等針治事I~煩悩人蹴倒信。 用此十封治破二十陣。 十無上者。一種子紙上雲雨示
現。二修行無上大通智勝如来示現。三増上告！~上商笹示現。 凹解無上繋響珠示現。
五浄土無上資塔品示現。六説無上解珠笹示現。七教化力無上踊出品示現。八菩提
無上議室品示現。九浬繋無上醤師響示現。十勝妙力無上絵残修多羅示現。用此十
積額菩薩道」 （T.85no.2752 p.l99c, 1.17 -p.200a, 1.2）とほぼ一致する文例が見ら
れる。ただし、 『問答』の本箇所では 『法華論』・『綴述』・『論義』の七［種］醤［I喰］
中、 六、解珠［轡喰］の名を欠く。また、 『法華論』・『綴述』・『問答』では十無上
中、 三、増長力無上 （『問答』では増上無上）を商［主］響［喰・示現］とするの
に対し、『論義』のみは化城示現と名を異にする。
( 5）『妙法蓮華経制』巻第五に 「固場主主者。即欲界汎夫人天勝境噛雇圏
極量。並函盤。庄町。主全匹。盟国口口口口閃一興其大築制蜘。」
(Kor.1468 p.3 lr, 1.15 p.4-lv, 1.2）とある。また、『法華問答』に 「（88）問。
lf.n食品中明何義 答。品内明初技会利弗記。後明火宅管針治求勢力人倒求増上慢。
此是欲界凡夫無勝壊界理資箆弊非集計築故名倒求。火宅欝中光明三車。抜其大苦
縁合入理奥其大乗。論云。以世間諸煩悩織然。人天以矯妙境。針治此相説火宅醤J
(T.85 no.2752 p.203c, 1.24 -p.204a, 1.1)とほぼ一致する文例が見られる。
( 6）『妙法蓮華経制』巻第五に 「第二求醐入者。m噛組ム。如来方便於一関
三。 皇盟主翠主輿1iJI；等放名ー岡坦。塑壬堂土。初家少償不悟昔貧。後獲大貸方知l
今富。故篤針治。」 （Kor.1468p.4-lv, 1.2-5）とある。また、「法華問答』に 「（49)
問。信解品中明何義 答。信解品中明窮子答。 針設問人一向倒。此即是皇室聞種姓
人。如来方便；於獲大賀。放論云。主主閑人一向増上慢我乗輿如来乗等無差別。斐J此
顛倒故説窮子喰」（T.85no.2752 p.201c, 11.20-25）とほぼ一致する文例が見られる。
( 7) 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「第三求大乗人者。 ~fl菩薩穏性人。 敬雄一味等被三
盟意立機三而偏執一放亦名一向倒。墾重量主。二些主盟国主両面令知根別破其ー
迷。故局参J治。」 （Kor.1468p.4 lv, 1.5-7）とある。また、 『法華問答』に 「（51)
問。薬草日食品明何義 答。薬草日食品中針治求大乗人一向到此。是菩薩種性人。敬
雄一l床等被三。 薬草H食中明－~之雨。三草用潤合知根外破其迷一故。 論云。 大乗
人一向増上慢無別。強閉店宇支例乗針治此顛倒放説薬草喰」（T.85no.2752 p.202a, 
1.2-7）とほぼ一致する文例が見られる。
( 8）『妙法蓮華経綬述』巻第五に 「第四有定入者。間］待定凡夫有漏世定資非浬繋。於
中妄執生浬紫想故名'fr無而有。化城響中。立化滅化令入令出。指近指遠破昔破今。
故潟封治。」（Kor.1468p.4-lv, 1.7 10）とある。また、 『法華問答』に 「（56）問。
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化城町命中明何義 答。 明封治有定之賀無而有増上慢。 ~p凡夫有漏定質非浬祭。 於
中妄起生浬祭相故名~径lj。 以権立化城進近令違故。 論云。 TH庶有増上慢人。 以有
世間三摩抜提賀無浬繋生浬紫棺。針治此故説化城伶」（T.85no.2752 p.202b, l. 7 
12）とほぼ一致する文例が見られる。また、審乗（CE.1258・1313－）撲 『華厳五教
章問答抄』下九に 「又恵浮法華疏云。凡夫謂有漏定篤浬集。二乗執ff漏定以銭浬
祭」（T.72no.2340 p.754c, l.11-13）と類似する文例が見られる。
( 9 ） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「第五無定入者。 ~p退菩薩性人。 習道不進忘音大善
修主亜壁。並宣盈車。撃聖堂土。丞主主墜圏監il塁。数人三昧令憶昔善。並室主1
治。」 （Kor.1468p.4 lv, l.10 12）とある。また、『法華問答』に 「（53）問。五百
第子授記品中明何義 答。封治無定人。散簡L心即是菩薩穏性人習道不進。要昔大
普修空邪僻故名散筒L。繋珠響中。示衣珠令其記憶。放論云。散筒L心人質無有定。
過去有大乗善根而不箆知。被不求大乗。於狭劣心中生成妄解。以篤第一乗。於治
此故設費珠響。妙亦是合解無上故。論云亦現令解無上。故説繋珠警」（T.85
no.2752 p.202a, 1.19-26）とほぼ一致する文例が見られる。
(10） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「第六有功徳入者。 ~ll有筆致問人。 断少煩悩故有功
徳。大乗態取反取小乗。故名取非。解珠瞥中。前賜回宅後輿I珂珠。前賜小泉後輿
大集。故主主主せ治。」（Kor.1468p.4-lv, l.12 15) とある。また、『法華問答』に
「（66）問。云何名有功徳人 答。是有準設問人。断少煩悩故有功徳。解珠筈中。
前賜由宅明輿小泉。後賜明珠輿大衆故篤婆I治論云。有功徳人説大乗法。而非大乗
!<.I"治。此説王解答中明珠輿之醤験亦名説無上」（T.85no.2752 p.202c, 1.28 p.203a, 
1.3）とほぼ一致する文例が見られる。
(11）『妙法蓮華経細』巻第五に 「第七無功徳人者。即三塁重量A。仰塾日程宣笠
宣。猶瞥留妙薬子不服之。製開設様方綾子両陛塁。仰現滅度鈍性方修一乗。
故~~吋治。」（Kor. 1468 p.4-lv, 1.15 -p.5-2r, 1.2）とある。また、『法華問答』に
「（68）問云何封治不翠功徳人 答。即三乗稜性人。仰説一乗不肯受持修習故。瞥
師醤中。明瞥師設増機身綾子始限妙察側現滅度鈍性高修一乗故。論云。書店功徳人
於第一乗不翠功徳。設第一乗不取針治。此放設1醤師響H食。日程%1復是浬紫無上。故
論云。不現浬祭無上故説瞥附醤」（T.85no.2752 p.203a, l.6-12）とほぼ一致する
文例が見られる。
(12）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「論議三平等。破無煩悩人三種傾倒信。一信種種乗
異。二信世間漫祭奥。三信彼此身異。篤破f言乗異。故設乗平等。 輿主主聞授記。I佐
有大乗無有二乗。 ~破世｜昔Jl里祭典。 放説世間浬紫平等。 以多賀入浬幾世間浬梁平
等故。 ~破身具。 放説身平等。多賀入漫然己復示現。 自身他身法身平等故。 案約
二乗。説乗平等。顕一切諸仰同意。 約世間。設湿祭平等。顕一切諸仰同健。約自
身他身。設身平等。額一切諸例同業。由同意故輿主間授記。由同健故一切世間本
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来自性解脱。故多賀息化入於湿集。由同業故多賀入己復出。額諸仰向化同議授記。
同意額臆身。同骨豊顕法身。同業煩化身。」（Kor.1468p.5-2r, l.2-12）とある。引
用文中、 「論説三平等」とは、 『妙法蓮華経憂波提舎』巻下の 「何者三種無煩悩人
三種染慢。所罰百三種顛倒信故。作j等銭三。 ー者信種種乗具。二者信世間浬紫具。
三者信彼此身具。魚釣治此三種染慢故。設三種平等臆知。何者名篤三種平等。云
何針泊。ー者乗平等。調奥主主聞授菩提記。唯一大乗無二乗故。是乗平等無差別故。
二者世間浬繋平等。以多賀如来入於浬祭。世間浬繋彼此平等無差別故。三者身平
等。多賀如来巳人浬集。復示現＠身自身他身法身平等無差別故。如是三種無煩悩
人染慢之心見彼此身所作差別。不知彼此仰性法身悉平等故。調即此人我慈此法故。
彼人不得此針治故。輿諸整問授記店長知。J【T.26p.8脚註＠】 「［身］ ②⑧」 （T.26
no.1519 p.Sc, l.10-24）に対応する。
(13）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「論臼十無上者。一種子無上。二修行紙上。三増長
力無上。四令解無上。五浄土無上。六説無上。七教化力無上。八菩提mt上。九浬
函fiffi亙ヨ1ft~晶 一塁盟上。 霊亙萱盟。 巨亙届巨童画璽困
里。班長力無上。問主瞥園。圃鋼然。撃墜醤盟 。盟主位 。盟 主
現。六設無上。解珠閤示現。七教化力無上。踊出菩薩示現。八菩提無上。詩量示
現。 九浬祭無上。 瞥師笹示現。 十勝妙力者l~上。 自余残修多縫示現。 J (Kor.1468 p.5 
2r, 1.12・p.6-2v,1.5）とある。引用文中、「論日十無上」とは、『妙法蓮華経憂i皮
援会』巻下の 「如来設言不離我身是無上義。一切聾閉店宇支仰等二乗法中不説此義。
以其不能如~解放。 以是義故。 諸菩薩等行菩薩行非矯虚妄。 無上義者。 自係経文
明無上義。無上義者。略有十種此義謄匁I。何等篤卜。一者示現種子1f上故設雨醤
喰。汝等所行是菩薩道者。調後菩提心退己選後者。前所修行普線不滅間後得果故。
二者示現行無上故設大通智勝如来本事等。三者示現増長力無上故説商主醤日食。四
者示現令解無上故説繋賓珠笹口食。五者示現清芸評園土無上故示現多賀如来塔。六者
示現説無上故説解髪中明珠管職。七者示現教化衆生無上故地中＠師l出金f量菩薩摩
詞薩等。八者示現成大菩提無上故。示現三種例菩提故。ー者示現＠除、仰菩提。随
所臆見而矯示現。如経皆謂如来出稗氏宮去伽耶城不遠坐於道場得成阿縛多緩三貌
三菩提故。二者示現報仰菩提。十地行満足得常浬架設故。如経善男子我質成仰巳
来無量無造百干潟億男I由他劫故。三者示現法｛弗菩提。謂如来蔵性浮浬繋常恒清涼
不愛等義。如経如来如質知見三界之相次第乃至不如三界見於三界放。三界相者。
謂衆生界gp浬然界。不離衆生界有如来蔵故。無有生死若退若出者。言問常恒清涼不
繁義故。亦1Hf在I！！及滅度者。調如来裁長如之健。不rnfl衆生界。不自在衆生界放。非
賓非民主非如非異者。調離四種相。有凶種相者。是無常故。不如三界見於三界者。
謂悌如来能見能議員如法身。凡夫不見故。是放経言如来明見無有錯謬放。我本行
菩薩道今猶未満者。以本願放。衆生界未登願非究寛故。言未満非謂菩提不満足也。
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所成務命復倍上数者。此文示現如来＠命常普巧方便穎多数故。過上数量不可数知。
我浮土不段而衆見燐重量者。報仰如来異質伊土。第一義諦之所筋故。九者示現浬繋
無上故設醤師響除。十者示現！勝妙力無上故。自徐経文示現感知。」 【T.26p 9胸註
＠】 「踊二涌②⑧」【T.26p.9脚註＠】 「膝＋（化）②③」【T.26p.9脚註＠】 「命常＝
常命R・＝常念⑧」（T.26no.1519 p.9a, l.25 -p.9c, l.6）に対応する。また、 『法
華問答』には 「（65）問 見資；熔品中明何義答。明清浄図土無上。放論云。示
現清浄図土無上故。示現多賀如来塔」（T.85no.2752 p.202c, ll.25-27）・「（67）問。
従地踊出品中明何義 答。明教化衆衆無上故。論云。示現教化衆生無上故。説無
量菩薩従地問出」（T.85no.2752 p.203a, l.3-6）とある。
(14）『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「案時雨既｜峰。 g~草木滋AA法水亦流。 ~p道芽使愛故。
以雲間示現。 重壬匙。 然彼之輿我雌下種一時。 E豊塗堂島 ~血血盟以。
須申巳行以腐彼心故。次大通如来示現。修行無上。我既有能須令彼進所以。立化
滅化進近進遠故。次化城示現。増長力無上。彼既可進須反其迷所以。示其衣珠数
人三昧故。次繋珠示現。令解無上。彼既得解其心梢様。随其心浮即仰土浄故。次
現塔示現。 ~土無上。 脱入~土~ll堪聞大法故。 次解珠示現。 説無上。 ｛弗有堪能受
者。必益故。次踊出示現。教化力無上。物調如来成仰甫述何得。門徒道亜玄極。
若不遠申越算無以桧彼情疑故。次器量示現。菩提無上。或｜笥仰誇謀長便生怠慢所
以。 権須唱滅以告難途故。 次j~師示現。 湿繋無上。 九事得成並由経力具須讃述令
物銭仰故総。徐残修多羅示現。勝妙力無上。」 （Kor.1468p.6 2v, l.5 p.7-3r, l.3) 
とある。
(15）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「徐残二義。一上残。二下残。上残。謂十治九無上。
所不踊慮。 ~p法師品。 在／］持品。 安楽行品。 臆説法勝妙力。 下残。 即分別品。 随喜
品。法師功徳品。不軽菩薩品。康説法勝妙力。」（Kor.1468p.7-3r, l.3-6）とある。
また、栖復集 （CE.879）『法華経玄賛要集』巻第三十ーには 「言科判四品者。意
道紀園科正宗中四品。輿慈思流通中科。道理不別也。言論中有七喰三平等。是正
文。十無上是残文。前九上名上残。上残中有文残。若第十無上。gp是前九紙上之
残。其第十無上名下残。下残中亦有文残義残。然第十無上中有法力。磁諸品輩。
経！名下残。故説法師品。是持力所磁。其法師品目P下残中文残磁。J(SZ.34 no.638 
p.839a, ll.12・18）とある。
(16）『妙法蓮華経績述』巻第五に「文閥二節。初卜四品廃穎経宗。後四品康明経用。
額宗者。篤将其執。庚申破二明一。 顛法授人。明用者。篤令其例I。廃説生福長道。
能多能述。大堅持如此細亦相兼但互相成耳。額宗復篤二節。初七品約解授記。後七
品約行授記。解是於理了悟。行是於数修習。約解是破主主間執。約行是教菩薩道。
約解是授務聞記。約行是授菩薩記。約解多是別記。約行多是通記。約解自有二周。
初四品授上棋人記。後三品授中根人記。下線人者。鈴鹿輿記。此舎不得記。上根
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者。多是態化開放。前畑。中恨者。盆起動主 面後輿記。下根者。
多是函室盟塑故。 壁画聖画。 臣~云。 園間。 主主塁。 是人難生滅度
之想、灰珂浬祭。而於彼土求19；智慧。得｜笥是経。唯以仰乗市f；嗣度也。上級四品。
mi削節。壁画担盤。盟盟盤。重重量盟。痘苗盤。盟関階。壁
是類名。l聡是暁義。 以其所悟。｜路；員；所迷。放稀笹日食。然此終一部大有七答。而此
品猫受通名者。自有二意。一銭在初。二由併設。官事響互開。故相避受名。此品雨
節。一身子領解。二係人未解。 身子領解。 Vi開別記之端。 餓人未解。 ~p生通記之
野。 初即答縁起。後即正響義。領解三重。一身子領解。二如来授解。三人天供解。
領解先序説。後頒説。序説雨重。ー現相。二述心。」（Kor.1468p.7-3r, l.6 -p.8-3v, 
1.10）とある。引用文中、 「化城品云」とは、鳩摩綾什訳 （CE.406）『妙法蓮華経』
「化城H食品」 の 「我滅度後。 復有弟子不問是経。 不知不~菩薩所行。 自於所得功
徳生滅度想。嘗入浬祭。我於官事図作仰。更有異名。是人難生滅度之想入於浬集。
而於彼土求併智慧。 得間是経。 l幣以例乗而得減度。 吏111€係乗。 除諸如来方便局説法。」
(T.9 no.262 p.25c, l.14 20）に対応する。
(17）本箇所は、 『妙法蓮華経憂波縫合』巻下の 「言空軍閑人得授記者。主聞有1!3種。一
者決定建問。二者増上慢整問。三者退菩提心強問。凹者膝化主主問。二種設問如来
授記。調態化者。退巳選後菩提心者。若決定者増上慢者二種差草間。娘未熟＠故不
興授＠記。菩薩輿授記者。方便令官菱菩提心故。」 【T.26p.9脚註＠】 「故＋（如来）②
②」 【T.26p.9脚註＠】 「記＋（際化遊間是大）②」 （T.26no.1519 p.9a, l.16-20) 
に対応するO ただし、『績述』・『論義」の本箇所では 『法華論』の増上慢主主聞に
l閲する記述は見当たらなL、。
(18）『妙法蓮華経』「管H食品」 に 「爾時金利弗踊躍歓喜。 ~ll起合掌陪仰尊顔。 而白例言。
今従世尊間此法音。 心懐＠勇躍得未曾有。所以者何。我昔従仰聞如是法。見諸菩
薩＠授記作例。而我等不＠橡斯事。 甚自感傷。失於如来無量知見。世尊。我＠常濁
庭山林樹下。若坐若行。毎作是念。我等間入法性。云何如来以小乗法而見済度。
＠是我等宅金非世尊也。所以者何。若我等待設所因成就阿縛多縫三貌三菩提者。必
以大乗而得度脱。然我等不解方便随宜所説。初間例法過便信受思惟取議。世尊。
我従苦来終日覚夜毎白剤賞。 而今従側聞所未聞未曾有法。断諸疑悔。身意泰然快
得安隠。今日乃知員是悌子。従例日生従法化生。得仰法分。」【T.9p.10脚註＠】
「勇＝踊②③⑮」 【T.9p.10脚註＠】 「授ニ受②③⑩（教乙）」 【T.9p.10脚註＠】
「橡＝預己＠⑩」 【T.9p.10脚註＠】 「常＝嘗②’」 【T.9p.10脚註⑪】 「是＝然⑩」
(T.9 no.262 p.lOb, 1.29 -p.lOc, 1.14）とある。
(19）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「避席者。執着E所以起市合掌。目撃者。存道所以除
乎｛?l面。」（Kor.1468p.8-3v, l.14-15）とある。
(20）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「而白例言者。心雄悦而身旦恭。口未宣而解向隠。
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故更啓尊以自述自述之僻。m1是聞此法音。得未曾有也。」（Kor.1468p.9 4r, l.6 8) 
とある。
(21）『妙法廷撃経繍述』巻第五に 「我昔従仰間如是法者。領開一乗法。見諸菩薩受記作。l者。領開一乗人。」（Kor.1468p.9-4r, l.8-10）とある。
(22）『妙法蓮華経線述』巻第五に 「経日。而我等不預至無量匁l見者。此領述開。彼獲
大賀。而我猫懸隔。既喪明復失果。放感激而自傷。」（Kor.1468p.9-4r, l.10-11) 
とある。
(23）『妙法：il華経績述』巻第五に 「山林行坐者。領入方便。山林幽寂可以来思行坐沈
吟自多動扇面蚕函随行之慮持局後疑之所。」（Kor.1468p.9・4r,ll.13-15）とある。
(24）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「身子初逢馬宿！昔l三締。而獲初果。次因長瓜悟一言。
而階 l二型。 自是而後歴聞方等。屡践空門!ift未穎授。於法財存1亦伺入法性失。」
(Kor.1468 p.10 4v, l.3・5）とある。また、 慧伊撰 『。［孟蘭］盆経讃述』に 「経日
其徳、j王洋者 述日。道路戒也。在洋者。盛貌之威儀也。然行則衷玉観親取厳形以
降魔 坐若就盤見不動而悌法故。門外観沙門之像深l墜五欲之怨。城中逢馬宿之客。
聞之帝而狼初果。斯fllj威儀之主主也。」 【T.85p.540脚註＠】 「⑫｛!l関西図民園書館
蔵倣燈本， P.2269，首題新加」（T.85no.2781 p.542c, 1.28 -p.543a, 1.3）と類似す
る文例が見られる。
(25）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「身子志狭事小入同得異酌海既不訊lj其浅深。而謂尊
授有優劣不省巳過宅金｛弗賜偏也。」（Kor.1468p.10-4v, l.6-8）とある。
(26）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「向不自審妄後於例。三思夜察失在於我。放非世尊
也。」（Kor.1468p.10-4v, l.9-10）とある。
(27）『妙法蓮華経綴述』巻第五に 「待設所因者。待調停待。因謂三因。－！Il得因。二
加行因。三図満因。」（Kor.1468p.10 4v, ll.10-11）とある。
(28）『妙法蓮華経綴述』巻第五に 「若我待説大図。不謹小果。非但同入賞亦同得。故
宅金非世尊也。」（Kor.1468p.12 5v, l.6-7）とある。
(29〕『妙法蓮華経績述』巻第五に 「絞El。然我等至思惟取護者。此結迷謬也。不解方
便陥宜所説者。此結迷於機数。初間例法過使信受者。 此結迷於機行。忠推取設者。
此結迷於機果。由迷三法不待三因。入同得異後自是我。故非世尊。」（Kor.1468
p.12-5v, l.7-11）とある。
(30）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経目。我従昔来至毎白剤責者。次領悟義三重。一
翠昔迷。ニ明今↑否。三明利義。此母音迷。El終夜覚。魁己責心。累日連宵。変多
迷重也。」（Kor.1468p.12-5v, ll.11-13）とある。
(31）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「経El。而今従例i至断諸疑悔者。此l珂今悟。既票ー
道型松百滞。l放日。問所未聞断諸疑悔。」（Kor.1468p.12-5v, l.13-15）とある。
(32）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。身意泰然快得安隠者。此明利益。泰通也。
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快楽也。憂悔:1.¥心所以不泰疑接其慮是放不安。今既悔草寺疑除所以身通意集。」
(Kor.1468 p.12 5v, 1.15 p.13 6r, 1.2）とある。また、吉蔵 （CE.549-623）撰
『法華義疏』巻五に 「身意＠泰然快得安穏者＠変悔塞心所以不泰疑搭其慮故不安穏
也。」 【T.34p.513脚註⑪】 「泰＝太（聖乙）」 【T.34p.513脚註⑪】 「［愛悔ー …・安穏
也］十七字 （聖乙）」（T.34no.1721 p.513c, 1.11-13）と一致する文例が見られる。
(33）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。今日乃知1至得例法分者。此領入義凶句凶意。
一員是悌子者。受父健分信心種子従員j流故。二従｛弗日生者。受父教訓得聞慧故。
三従法化生者。生在父含入思慧故。四得例法分者。受父付属行修慧故。」
(Kor.1468 p.l3-6r, 1.2-5）とある。
(34）「妙法蓮華経』「密日食品」に 「我本著邪見篤諸党志師世尊知我心 抜邪説浬祭」
(T.9 no.262 p.lla, 11.10-11）とある。
(35）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「偶云。我本著邪見者。受邪数篤外道弟子時。局諸
党志師者。縛邪道局外道師主時。世尊知我心者。邪機動善根成熟時。盟理童画
園。 胆融堕生盟。 些盟園子~盟担壬。 区画盈統盟主。 理韮亙宣
汝見非常之人。 勿炭説法馬宿後逢身子。 略説三諦。 彼獲初果。 ~~此｛島義。」
(Kor.1468 p.15 7r, 1.12 p.16 7v, 1.2）とある。
(36）『妙法蓮華経』「密検品」 に 「初間仰所説 心中大驚疑~寄非魔作例悩簡L我心耶」
(T.9 no.262 p.lla, 11.20-21）とある。
(37）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「此偶身子。創慕明一之宗。撤侃破二之説。調！鐙化
形以惑目。聖堂説以筒レ心。」（Kor.1468p.16-7v, 1.7-9）とある。
(38）『妙法蓮華経』「答日食品」に 「然舎利弗。今宮復以響轍更明此義。諸有智者以響喰
得解。」 （T.9no.262 p.l2b, 1.12-13）とある。
(39）『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「智者~~四大設問等。 彼雌未能忘言以悟旨。 或可虚
心以待醤。 ~寄欲篤其設醤義。 先以智者撃讃之。」 （Kor . 1468 p.28 13v, 1.3 4）とあ
る。
(40）「妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。舎利弗至及諸偉僕者。此下正答。此笹破求
勢力人。倒求増上慢衆生有三行。一罪行。謂不善業。二福行。諮散善業。三不動
行。謂定善業。」（Kor.1468p.28 13v, 11.5-7）とある。
(41）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「而設雨醤。一火宅。二三車。火宅即！懇病。三車即
救病。」 （Kor.1468p.28-13v, 11.9-10）とある。
(42） 『妙法蓮華経』「容検品」 に 「舎利弗。 若園邑薬務有大長者。 其年。衰遁財官事~量。
多有国宅及諸｛童僕。其家康大。l惟有一門。多諸人衆。一百二百乃至五百人。止住
其中。堂閣朽故1音壁＠隙落。柱根腐敗梁棟傾危。＠周匝倶時欽然火起焚焼舎宅。長
者諸子。 若十二十或至三十。 在此宅中。 長者見是大＠火従四面起。 ~p大驚怖。 而
作是念。我雄能於此所燐之門安隠得出。市諸子等。於火宅内楽著嬉戯。不覚不知
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不篤不怖。火来逼身苦痛切己。心不厭患無求出意。」 【T.9p.12脚註＠】 「衰遁財
富＝衰返財過＠」 【T.9p.12脚註＠】 「附＝頚⑩・」【T.9p.12脚註＠】 「周＝週⑩」
【T.9p.12脚註＠】 「火＝大＠⑨」（T.9no.262 p.12b. ll.13-23）とある。
(43）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「5Jlj而言之。自有凹義。一有名。二有位。三有年。
凶有財。図邑楽落・此顛有名園潟大慮。邑矯中慮。爽落篤小慮。長者之名・子三
慮。 故是有名。 長者三慮。 ~p壁坦亙二旦。一塾生旦。 同三千世界箆境界。 此篤小
慮。 二神通回。 以十倍説法問篤境界。 此~中慮。三智慧由。 以一切世界篤境界。
此潟大慮。説法田化空軍問。神通田化縁位。智慧田化菩薩。」（Kor.1468p.28-13v. I. 
14・p.29-14r.1.5）とある。また、 『法整問答』に 「(16/3-2）問。図邑衆落有大長
者。図邑衆洛容何法。有大長者笹何人 答。図邑到達洛磐如口境。有大長者瞥如来
身。 図~大庭響如来智慧境。 以一切世界筋境故。 邑~中庭醤如来有11通境。 以十億
三千界~境故。 表落主主小慮瞥如来説法境。 以三千大千世界篤境」 （T.85 no.2752 
p.200a. l.2-8）とほぼ一致する文例が見られる。
（削 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「其年衰遡者。 此穎有年。 有位~il師之輩。 圃年~p父
之憾。既可銭父篤師。所以最可尊敬。就穎而言。 ・王宮初生至誕山之舎己年七十
五。是有年也。就密而語。成例己来巳経七百；笥依阿僧祇劫。是有年也。」
(Kor.1468 p.29-14r, l.9-12）とある。
(45）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「財富無量。多有田宅及諸｛童僕者。此額有財。珍資
是j畑 。因説得慮。｛業制管人。踏 切 。閏醤九定。建立。九定盟副
回。三空鋲神如宅。此謂功徳田宅。非火宅也。」 （Kor.1468p.29-14r. ll.12-15）と
ある。
(46）『妙法蓮華経制』巻第五に 「憧僕響凶口巨弘 旦1豊窮子品解。」（Kor.1468p.29 
14r. 1.15一p.30-14v.1.1）とある。
(47）『妙法蓮華経綬述』巻第五に 「経日。其家康大至止住其中者。第二慾慮。自有三
意。一宅大。二門少。三人多。宅大故難行。門少故難出。人多故難表。其家康大
者。宅大也。宅＆il衆生本識。本識者。従初一念終極金剛。鎚括空有網縫天地。鋪
持色校合蔵識種。由j析義故。詳j之大宅。時歴三僧祇位階五十聖悠悠長道故難行也。
問。経既以三界第宅。今以本識潟宅何也。答。三界支異本識哉。只是本識霊堂異耳。
故経説。三界庶妄但是一心。欝大乗論。翻阿君主耶識篤家識。此＆P本識大宅之験也。」
(Kor.1468 p.30-14v. ll.1-9）とある。引用文中、「絞殺」とは、天親菩薩造菩提流
支等訳 『十地経論』巻第八に 「絞日。是菩薩作是念三界庶妄但是一心作。」 （T.26
no.1522 p.169a. 1.15）とあるように、 『十地経』のことを指す。引用文中、 「哲大
衆論」とは、例陀扇多訳 『磁大乗論』巻上の 「一切諸法家彼識一切種故設局
家識 聴明者乗此」（T.31no.1592 p.97b, 1.27）に対応する。また、『法華問答』
には 「(18/34）問。響如長者有一火宅欝何法復以何法箆飽 答。火宅醤於三界。
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以衆以衆生本識矯健。本陸者能括空有網羅。天地磁樽色根含殺識種時歴三僧祇位
階。五十衆悠悠長道故調之火宅。沓翻阿頼耶識篤家識。斯火宅之馳也」（T.85
no.2752 p.200a, tl.12-18）と上記の 『総述』とほぼ一致する文例が見られる。
(48）『妙法蓮華経綬述』巻第五に 「l唯有一門者。門少也。一門所諮一法性門。九ト六
陵盟開。悉破法性。存人性皆壬並且。l唯有日弗教門破人性。存法性此門得出。
放言一門。－~~少也0 ...約三乗。印有三門。若別約三乗。聾聞八寓法門。縁
圃・・法門。菩薩十億法門。何故言ー 。 不言多也。答。約数．．．．随根欲。即
有多不相違也。」（Kor.1468p.30-14v, l.9-14）とある。
(49）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「多諸人衆。一百二百・・・・止住其中者。人多也。
五百人者。瞥五道種子。問。五人足響五道種子。今言五百有何意也。答。五道以
卜使篤通因。 十業道矯別因。 十使一一起十業。 十使乗十業。 ~ll有百業。一道有一
百。五道即五百。但人天以十善局一百。三塗以十悪銭ー否。斯篤異耳。」
(Kor.1468 p.30-14v, 1.14・p.3115r, 1.4）とある。また、 『法華問答』に 「（20/3-6)
問。是火宅中有五百人。人数何限溺以五百篤数 答。五百人者喰五道種子。以十
業偶因以十使篤縁。因ー使後十使溌百業。一道有一百五道官H五百故。以五百人笹
五道穂子也」（T.85no.2752 p.200a, ll.25-29）とほぼ一致する文例が見られる。
また、『法華問答』には 「（91）問。云何是度五百由旬。何者是化来。何者走資所
答。 五百比是要法三界気三百二百倫習二乗浬襲。 後一百~ll凶住習二乗廻心巳知
初地。巳知潟一百即五百。若以二乗篤二百者有妨。以化城是東果巳度寛故。化城
巴後方便度二百。 然二乗未過n何故須進途二百二界~ll五道故不通篤五百総局五百。
言化城者無而'fl!,、省名之篤化。防非惇敵目之篤城。度三百由旬衆人度退。i]:ij主方便
機設二乗滅諦浬祭解其疲倦。今前進同趣賢所。言費者諸師不問。隣人有奥。今案
此文位首種性羅漢週心位嘗十信。若論断或初地湾功心位同十f言。 論其究覚｛弗地方
息進求。今就大乗果満放言質。何者蔵法師以三界篤三百。二原篤二郎五百。窓湾3
法師以五道篤五百。三途篤三百。 人天二百mi五百。 井此以宗三類不同。 地意~ll同」
とある。
(50） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「止住其中者。 ~ll五道種子。冥伏在阿君喜耶識中也。J
(Kor.1468 p.31-lSr, l.4 5）とある。
(51)『妙法蓮華経綴述』巻第五に 「圏日。堂閑朽故至梁棟傾危者。第三次明感意。有
二。一篤宅宇終傾。二銭宅火正後。 宅宇磐衆生五陰。 宅火響衆生三毒。 宇~寄傾故
不可長保。 火正義故宜膝急出。 此~ll初章。 堂閣磐頭頂。 1音壁響皮肉。 柱根磐骨節。
梁棟響筋脈。堂閣朽故者。髪白而鍛。是頭老相。1白壁隙務者。肉消皮緩。是皮老
中目。柱椴腐敗者。脚弱脊uig。是骨老相。梁棟傾危者。 筋書E脈絡。是筋老相。色身
既老。名身亦草壁。gfl五陰倶老也。」 （Kor.1468p.32-15v, l.1-7）とある。また、
『法華経玄賛要集』巻第二十四に 「古人解。本日食中堂閣朽放。頭老相。塙壁憤落
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者。皮相。柱根腐敗者。骨老相。探練危者。励老相。」（SZ.34no.638 p.692a, ll.14 
16）とほぼ一致する文例が見られる。『要集』の引用文中、「古人解」とは、 『法
華経玄賛要集』巻第一に 「言宣可以渓輸等者。破古人。見下経文。以山海鳥況。
便｝降山海。以況此経数理。問古人是誰。答gfl紀図浮法師。序法師疏云。図以深同
浜激。高類須粥。照灼奪朗月之輩。破問湾白日之力。以況此経也。」 （SZ.34no.638 
p.l94b, ll.15 18）とあるように慧浄のことである。
(52）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「綬日。周匝倶時至焚焼舎宅者。此明宅火正愛。五
｜塗生八苦。八苦生三毒。八苦焼人身。三議焼人心。身熱心熱。故日。焚焼合宅。J
(Kor.1468 p.32-15v, l.7-10）とある。
(53） 『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「経目。 長者諸子至在此宅中者。 第四明慾境。 境~fl
三十子。一十筈菩薩根性。二十轡縁究根性。三十響聾問根性。問。但言三子足聖書
三乗性。今言十者有何意耶。答。三乗各行十善。 而成性故皆言十。故；傍伽説。有
五種十善人天及三乗。」（Kor.1468p.32 15v, ll.10 14）とある。引用文中、 「梼伽
設」は典拠不明。
(54）曇無識訳 『大般浬祭経（北本）」 巻第二十九に 「云何非l喰。主l我昔告波j折匿王。大
王。有親信人従凶方来各作是言。 大王。有凶大山従凹方来欲害人民。王若聞者嘗
設何計。王言。 世尊。 設有此来無逃避慮。 ＠惟嘗専心持戒布施。 我~p讃言。善哉
大王。 我説四山~p是衆生生老病死。生老病死？古来切人。 云何大王。 不修戒施。 王
言。 世尊。持戒布施得何等果。我言。大王。 於人天中多受快楽。王言。 世尊。尼
拘陀樹持戒布施。亦於人天受安隠耳［lo我言。 大玉。尼拘陀樹不能持戒修行布施。
如其能者別受無臭。是名非喰。」 【T12 p.536脚註＠】 「村上＝I喰＠③下同」（T.12
no.374 p.536c, l.8-18）と、同箇所が恵厳等訳 『大般浬紫綬（南本）』巻第二十七
にも 「云何非l喰。如我昔告波野f匿王。大王。 有親信人従四方来。各作是言。 大王。
有四大山従四方来欲害人民。王若問者常設何計。王言。 世尊。設有此来無逃避慮。
＠唯笛専心持戒布施。 我giJ讃言。善哉大王。 我設四山 ~p是衆生生老病死。 生老病
死常来切人。云何大王。不修戒施。玉言。 世尊。持戒布施得何等果。我言。 大王
於人天中多受快楽。王言。 世尊。尼拘陀樹持戒布施。亦於人天受安楽＠耶。我言。
大王。 尼拘陀樹不能持戒修行布施。如其能者則受無異。是名非I食。」 【T12 p. 781 
胸l註＠】 「唯ニ惟⑩下同」【T.12p.781胸註＠】 「耶二也（福乙）」（T.12no.375 
p.78lc, l.8-19）とある。
(55）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「絞目。長者見是至g[J大驚怖者。第五感心。長者見
是大火者。調以他心智。見子三泰之火也。従四面起者。t霊祭以四回答四1。四山
~p生老病死。 此四是衆生重猶。 故以響山。 生潟東南。 老篤南面。 病筋商面。 死矯
北面。見三毒之火。因四苦而生。 故言。 従四面起。」（Kor.1468p.32-15v, l.14 
p.33-16r, 1.3）とある。引用文中、「浬繋」の典拠は前掲の註参照。また、 『法華
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義疏』巻五に 「四国起者g1是生老病死。浬繋経取＠響四山。＠今醤之四面。生篤東
面。老篤南面。病気西而。死鏡北面。」 【T.34p.523脚註⑪】 「［響］ （聖乙）」【T.
34 p.523脚註⑪】「［今］ー ⑧，（民警）＋今（聖乙）」（T.34no.1721 p.523a, l.16 18) 
とほぼ一致する文例が見られる。また、 『法華問答』にも 「(17/33）問。長者見
是大火従四面起。大火磐何法。四面饗何法 答。大火答苦健。謂苦苦壊昔。四国
醤苦具。 調生老病死。 如来以他心智知衆生三苦之火。 従生老病死而~故。言従四
面起。 生局東面。 老~南面。 病~西而。 死箆北面」（T.85 no.2752 p.200a, l.8-13) 
とほぼ一致する文例が見られる。
(56）『妙法蓮華経綴述』巻第五に 「卸大驚怖者。旦血盟E嗣畏子被闘怖。時担
来大智。怖警如来大悲。」 （Kor.1468p.33 16r, Ll.3-4）とある。また、 『法華義疏」
巻五に 「~jl大驚怖者第三明驚怖。 ｝］ lj後三十子而言者。 普経受化不店長致火。 故驚。
迷著苦境恐慧命1寄議成一間提。所以怖也。通就六道衆生務者。一往恒樗日驚。定
知是可畏之事町ヰ怖。醤慈心一往興祭＠稿驚。 次起悲＠心抜苦~1布也。」 【T .34 p.511 
脚註＠】 「檎＝秤（聖乙）’」【T.34p.523脚註＠】 「［心］ー ⑧」 （T.34no.1721 
p.523a, 1.18-23）と類似する文例が見られる。また、 『法華経玄賛要集』には 「言
悲生日食長者。 長行経言。 ~jl大驚怖。 紀園云。 驚入火宅。 身業起福。 方宜救済。 欲
陳八苦之言。 令無焼害。使絶五燐之痛。問如来有十力四無所畏。如何有驚。答倒
見衆生有音。起悲心救済名驚。驚即悲也。即同方使品。篤是衆生故。 而起大悲心。
~jl如来報身上。 大国鏡智。 聖書成所作智。 起化身。 託質摩耶夫人。 右脇市誕。 名驚
入火宅。」（SZ.34no.638 p.714c, 1.15-21）とある。
(57）『妙法蓮華経繍述』 巻第五に 「経日。而作是念至安隠得出者。第六感力。所焼之
門。 調例数門。 約不信者。 篤被焼。 何者例敬之門。 衆生不信~jl是衆生煩悩之火焼
滅仰敬之門。如来昔日深生信向依之入道得出三界。故日。安穏得出。」（Kor.1468
p.33-16r, 11.4-8）とある。
(58）『妙法蓮華経繍述』 巻第五に 「経目。而諸子等至無求出意者。第七慾療。楽著嬉
戯者。由乎食。不覚不知不驚不怖者。由乎療。於生可!J'1而不ft。於老可知荷不知。
於病可驚而不驚。於死可怖而不怖。其猶療馬。燭毛鰯皮鰯肉鰯骨。至死不行。諸
子亦爾。不究生苦。不知老若。不驚病苦。不怖死苦。」（Kor.1468p.33 16r, l.8 
12）とある。
(59）『妙法蓮華経』「醤日食品」に 「舎利弗。是長者作是思惟。＠我身手有力。賞以衣械。
若以吋L案。従会出之。復更思惟。是合l唯有一門。市復狭小。諸子幼稚未有所識。
慾著戯慮。或首墜落篤火所焼。我嘗篤説怖畏之事。此合巳焼宜時疾出。無令矯火
之所焼害。作是念巳。立日所思惟。具告諸子。汝等速出。父雌憐慾善言誘・H食。而
諸子等。楽著嬉戯不肯信受。不驚不畏了事f出心。亦復不知何者是火何者潟合。云
何篤失。但東西＠走戯視父市巳。」 【T.9p.12脚註＠】 「我＋（雄）⑩」 【T.9p.12脚
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註＠】 「机ニ凡＠＠⑮」 【T.9p.12胸l註＠】 「喰ニ諭⑧」 【T.9p.12脚註＠】 「走戯＝
馳走⑮」（T.9no.262 p.12b, l.23 -p.12c, 1.4）とある。
(60）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「身手有力者。身醤如来定力。手笹如来慧力。依制
定後五通現妙相之身。 ~p定有力。 依智慧用四鮮野正法之手。 mi慧有力。 故合響中
云。有大神力及智慧力也。賞以衣械及以相L案者。衣械額三十二相。机案顕平等大
慧。従合出之者。依定力現三十二相令其生信。即以定力出之。依慧力讃平等大慧
令其生智。 ~p以慧力出之。」（Kor.1468 p.34-16v, 11.3-9）とある。また、『法華問
答』に 「（21/3-7）問。賞以衣械若以机案従会出之。衣械机案各警何法 答。衣
械響甚深蹄定。相L案醤平等大窓。開定能起三十二相。令物至信大恵能設力所畏。
今物生智。以此二用従合出之」（T.85no.2752 p.200a, 1.29 -p.200b, 1.4）とほぼ
一致する文例が見られる。
(61）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。復更思惟至而復狭小者。第二観門小狭。一
門者。 官事解以一乗数第一門。 不容縁究潟狭。 不容主主聞篤小。 若爾~p二乗之人。 不
得出於聞外。或日。一乗之門。不容三有善根。放日。狭小。若爾一乗之車。不載
三有善根。 ~p其車不得高腕。 今依~明緩利経。一門者。 調法性門。 案唯一例数立
法性。破人性故言一門。三歳数中。不令二乗肢度衆生魚狭。不令求大菩提篤小。」
(Kor.1468 p.34-16v, 1.9-15）とある。引用文中、 「省解」は典拠不明。ただし、
『法華経玄賛要集』巻第五に 「言復云唯有一門等者。間大乗寛底。何言狭小。答
如大海雌寛。不宿死屍。亦名銭少。今者大乗車非究。不容主主問。名之主義狭。不容縁
覚。名之:i;s少。」 （SZ.34no.638 p.281b, l.6-8）と 「省解」の説にほぼ一致する文
例が見られる。また、引用文中、 「無明緩剃綴」は典拠不明。智昇撰（CE.730)
『開元線数録』巻第四に 「無明緩華lj集一各 （亦云無明経剃経或二袋） 右二十部
六十五各。並是見入裁経。似是秦時害事出（数本経中並有秦言之字）諸失謬録並未
曾載。今附此秦録。庶免遺漏駕。J(T.55 no.2154 p.519a, 11.3-6）とあるが、本箇
所は、失訳人名附秦録 『書店明羅剃集』（T.16no.720）には見当たらなL、。また、
『法華問答』に 「(19/3-5）問。何放火宅l唯有一門而復狭小答。l唯一例数能背火
宅。諸外道教不能出放日l准有一門。小乗数中不人人小乗閥度衆生所以言狭小。今
小乗求大菩提。何以言小。然則大能権小所以菩薩従中而出不心怖大所以二乗不問
大門。而以是故窮子門側目lj悔来至此。長者放命便則外走也J(T.85 no.2752 
p.200b, l.17-20）と類似する文例が見られる。
(62）『妙法蓮華経縫述』巻第五に 「問。設車以誘三根。言三不言其一。 関門以出三子。
~[J言ー不言其三何也。 答。 門可貧賎同行。 所以言一。 不言其三。 車則尊卑日iJ載。
所以言三。 不言其 。ー」（Kor.1468p.35-l 7r, 1.7-10）とある。また、『法華問答』
に「（26/3-12）問。設車以誘諸子言不其開間以出諸子言一不言三何也 答。問可
貴賎同行所以言ー不言三。車則尊：卑別載所以言二不言一J(T.85 no.2752 p.200a, 
）??
?
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l.18 25）とほぼ一致する文例が見られる。
(63）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「絞目。諸子幼稚至慾著戯慮者。第三憐子幼稚。此
g11求勢力人。撃道之年飢従複障之情向重続放。仇唇二乗之敬愛故向沈五欲之境。
故日。来有所識慾著戯属。」（Kor.1468p.35-l 7r, ll.11-14）とある。
(64） 『妙法蓮華経制』 巻第五に 「経日。 或官邸篤火所焼者。 第~画火災。 堂主
魁。 蛙壬到。 重論盤。 註監。 童図宣坦~。 担。 篤火盤。」
(Kor.1468 p.35-17r, 1.14 -p.36-17v, 1.1）とある。また、房玄齢 （CE.578648) 
撰 『背番』「列侍第六卜二（巻九十二）」に 「又北土之性，難以托綴，投入夜光，
鮮不桜剣。」〔http://www.xysa.net/a200/h350/05jinshu/t-092.htm〕（p.1629)
と類似する文例が見られる。とくに房玄齢は、慧浮が綴文にあたった無著造世殺
釈波羅頗蜜多緩訳 『大乗荘厳経論』（T.31no.1604）の勘定に参助している。詳し
くは、道宣 （CE.596守667）撰 『績高僧侍』巻第三 （T.50no.2060 p.440ab）参照。
(65）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。父!i¥ft憐懸至了無出心者。第七子不承訓。父
雌憐懲者。心悲欲抜之。善言誘聡者。口悲欲引之。楽著嬉戯者。由愛多。不肯信
受者。 由見重。 不~不畏者。 是無明。 了無出心者。 是悌怠。」 （Kor. 1468 p.36-17v, 
l.3-6）とある。
(66）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「経日。亦復不知l至視父而巳者。第八父歎沈論。不
知何者是火者。不識三毒魚災。不知何者気合者。不識五陰箆室。云何魚失者。不
了三苦篤患。 東西笹苦集。 南北響滅道。 枇婆沙云。 東方銭苦諦最初放。 西方~集
諦！M苦故。 北方篤滅諦最上放。 南方~道諦揺旧民言放。 子治苦集。 ~n是走！銭東西。
父諮滅道可調往来南北。未能随逐但可顧際而巳。」（Kor.1468p.36-l 7v, l.6-12) 
とある。引用文中、「目比婆沙云」 とは、迦腕延子造五百緩漢釈浮陀政摩訳
(CE.437）『阿毘曇毘婆沙論』巻第四十に 「問日。何方輿何諦相似。答日。東方首
知如苦諦。西方如集諦。如行者見諦時。前見苦諦。後見集諦。復有説者。東方是
集諦。西方是苦諦。是因果法。前因後果故。南方如道諦。所以者何。道諦是福田
故。北方如滅諦。滅諦無有上放。」（T.28no.1546 p.299a, l.21 26）と、同箇所が
五百大阿羅漢等造玄焚 （CE.651-654）訳 （CE.656）『阿毘遠藤大毘婆沙論』巻第
一百四十三には 「問仰於何諦説何方主主。答仰於苦諦説東方主主。於彼集諦説西方主主。
以現観時先観音諦次期集故。有作是説。東方如集西方如苦。先悶後果次第説故。
仰於道諦説南方目撃。道諦南方倶店長供故。仰於減論説北方主主。滅諦北方倶最勝放。」
(T.27 no.1545 p.400c, ll.20-26）とある。また、 『法華問答』に 「（22/3-8）問。云
何名潟東西走戯視父而巳 答。東方篤苦諦。西方矯集諦。北方篤滅諦。南方篤道
諦。子議苦即是走戯東西。父諮滅道即是往還南北。東能随逐。但可顧際而巳。雌
未随父。終有曾化之期放言視父」（T.85no.2752 p.200b, l.4 9）とほぼ一致する
文例が見られる。
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(67）『妙法蓮華経』「響l喰品」に 「爾時長者即作是念。此合巳篤大火所焼。我及諸子。
若不時出。必篤所焚。我今首設方使。令諸子等得免j祈害。父匁］諸子先心各有所好。
種種珍玩奇異之物情必楽著。市告之言。 汝等所可玩好希有難得。汝若不取後必変
悔。虫日比種種＠羊車＠鹿車＠牛車今在門外。可以遊戯。汝等於此火宅玄速出来。随
汝所欲皆首輿汝。爾時諸子関父所説。珍玩之物適其願故。心各勇鋭互相推排。競
共馳走字出火宅。是時長者。見諸子等安隠得出。皆於凹街道中露地而坐。無復障
擬。其心泰然歓喜踊躍。時諸子等。各自父言。父先所許玩好之具。羊車鹿車牛車
願時賜奥」【T.9p.12脚註＠】 「羊車 Ajaratha.」【T.9p.12脚註⑪】 「鹿車
Mi;ga ratha.」【T.9p.12脚註⑪】 「牛車 Goratha.」（T.9no.262 p.12c, 11.4-17) 
とある。
(68）『妙法蓮華経繍述』 巻第五に 「此~ll慮其笛禍。 夫会既被焼而綾子不出。 父心顧態
則同陥火災。 此~p衆生病。 放菩薩亦病。 故日。 我及諸子。 若不時出。 必局所焚也。」
(Kor.1468 p.37 18r, 11.3-5）とある。
(69）『妙法蓮華綴績述』巻第五に 「経日。我今賞設至得免j折害者。此fil忠其現方。我
今首設方使者。欲構三車之術。令諸子等得免斯害者。令絶五痛之災。」 （Kor1468 
p.37・18r,1.5-7）とある。
(70）『妙法蓮華経績述』 巻第五に 「経目。 父知諸子至情必楽著者。 此~p察其宿好。 ~fl
以宿命智。知子過去根欲性也。」（Kor.1468p.37 18r, 1.7 9）とある。
(71）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「綬日。爾時諸子歪手出火宅者。此明諸子受術。開
設珍玩者。響受三乗数。適其願故者。響檎三乗機。心各勇鋭者。容彼心精進。謂
依数以思理。互相推排者。醤彼身精進。謂依理以起行。競共馳走者。響登八正之
路。字出火宅者。瞥免五痛之災快乎哉。慈父之秘策於斯方効失。」 （Kor.1468p.40-
19v, 1.1 6）とある。また、『法華問答』に 「（31/3-17）問。云何名互相推排競共
馳走雫出火宅 答。互相推排者篤所狭小。競共馳走者。警登八正之路。宇出火宅
者。替免五痛之災。五痛者破五戒得五焼魚五痛。出無量お経」とほぼ一致する文
例が見られる。また、基（CE.632-682）撰 『妙法蓮撃経玄賛』巻第五末に 「経。
爾時諸子（至）手出火宅。 質目。白下第四依言免難日食。有二。 初子免災難後父
遂心安。此初也。適者檎悦栴悦三乗所欣心。放名局適願。心各勇鋭心精進也。勇
者進鋭者利。善精進也。互相推排身精進。亦語精進也。排悦推也推亦譲也。推音
尺佐反無土雷反。身業遁相カ働及諾業相勘助。名互推排。宰修行業名競馳走。斉
希免苦名字出宅。」（T.34no.1723 p.749c, 11.15-23）と類似する文例が見られる。
(72）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「綬日。是時長者至歓喜阿l躍者。此明長者喜術。四
街道中者。醤入四諦観。阿合経以凹衡響。四諦見道断惑。虫日溝巷故。響之以篤街。
放経説。須陀垣人溝巷道断結。緑地而坐者。響入紙製心。聖地有三。一見地。二
修地。三無主要地。前二地有障可言覆。第三地無障放言露。所作己鱗身心倶得侍息
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放言而坐。三等縛解大明雲除。放言無復隣磁。衆生病愈菩薩亦愈。故臼。其心泰
然歓喜踊躍。問。諸子受術開火災。二乗出門咽鱒。菩薩出宅復至何階。答。
菩薩出宅~~登初地以至此地断退因故。 放下頒云。 具足三明。 及六科I通。 有」
(Kor.1468 p.40-19v, l.6-15）とある。引用文中、 「綬説」は典拠不明。ただし、
吉蔵撰 『金剛般若経義疏』 巻第三に 「鈴経云得須陀。 名~溝巷断結。」（T.33
no.1699 p.llOb, 1.12-13）と類似する文例が見られる。以下、現存本 『績述』に
は2枚 （20張の左右）の欠損がある。ただし、 『法華経玄賛要集』巻第二十四に
「経言説地等者。紀園云。聖地有三。一見地。二修地。三無準地。前二地有障故。
可言有夜。第三地永断三障。放言語i地。問初果之人悟四諦迎。何不名言語地。答雌
然諮問諦理。煩悩未量産。不名E草地坐。前三巣有率。!ilt坐宅内坐。今設宅外免難之
人。唯取無撃也。問小型有撃受愛易身。得理出宅。何不名目坐四衛耶。答今此不
約廻心受愛易者説。但披未廻心得自果未受主主易者説。日佐取無撃未受繁易者。得釦t
撃果後。三十二十年。 只現在身上篤後進。五務身永更不綴。一則出宅。二得四諦
理具足。l故得坐名。初地菩薩亦只取未受聖堂易前身。名路地坐。名出宅也。若爾初
地菩薩向有鈴障。際同初果。不坐四衡。答則云。彼能永伏三障。現行謹故。亦得
名主基地坐也。各有所依等者。三乗理也。間二乗無皐断三障輩。 故名果満之位。菩
薩在因。何名果満也。答初地菩薩雌亦在因。設登首地二空理。亦/:ll分段。同於二
乗。l放言果満位也。」（SZ.34no.638 p.681c, 1.16 -p.682a, 1.7）とあり、下線部が
『妙法蓮華経績述』巻第五 （Kor.1468p.40-19v, l.9 11）に該当するため、これ以
降は現存本 『績述』の欠損箇所に相当する と考えられる。また、 『法華問答』に
「（23/3-9）問。云何名皆凹衡道中露地而坐 答。四街道中。謂四諦心見中準地有
障可言夜無撃陣量産故言路。所作巳緋故言而坐」（T.85no.2752 p.200b, l.9 12）と
ほぼ一致する文例が見られる。
(73）以下、 『論義』の404行目の 「羊車鹿車」から410行目の 「令以化衆生」までは、
現存本 『綴述』の欠損した20張 （Kor.1468p.20rv）に相当するために対比し得な
L、。したがって本箇所は、現存本 『綴述』の欠損箇所の一抹を伝える貴重な史料
となる。
(74）『妙法蓮華経』「醤l除品」に 「合利弗。爾時長者。各賜諸子等一大車。其車高成衆
l'J荘校。周匝欄楯四面懸鈴。又於其上張設憾蓋。亦以珍・奇雑賀而品宝飾之。fl'縄＠
絞絡垂諸華鎖。重敷＠続縦安置丹枕。駕以白牛。j首色充潔形骨豊妹好。有大筋力。
行歩平正。其疾如風。又多僕従市侍衛之。所以者何。是大長者。財富無量。種種
諸蕨悉皆充溢。 而作是念。 我財物~！！＼極。 不態以下劣小車輿諸子等。 今此幼童皆是
吾子。愛無偏主主。我有如是七fl'大車。其数無量。 謄嘗等心各各輿之。不宜差別。
所以者何。以我此物周給ー図。猶向不底。｛可況諸子。是時諸子。各乗大車得未曾
有。非本所望。」【T.9p.12脚註＠】 「奇＝碕⑧」 【T.9p.12胸l註＠】 「絞＝交＠③
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⑮」 【T.9p.12脚註＠】 「続縦＝続鋒⑧②，＝腕鐙⑩，＝誕縫⑪」（T.9no.262 
p.l2c. 1.18 -p.13a. /.1）とある。
(75）龍樹菩薩造鳩摩緩什訳（CE.405）『大智度論』巻第二に 「仰一切智潟大車 八正
重丘ム室生」（T.25no:l509 p.72a, 1.14）とある。また、『法華問答』には 「（32/3
18）問。云何名等一大車復駕以白牛 答。以一切智潟大車。潟以白牛者。以大悲
局白牛。車以連載篤義。悲抜背負能＠非智運抜衆生如牛引物故。混繋云。是故干jlf
f弗潟大・非牛」【T.85p.200脚註＠】 「非＝悲7・」 （T.85no.2752 p.200c, ll.10-14) 
とある。
(76）『法華経玄賛要集』巻第二十四に 「紀園云。長者車上周辺。詮是欄機也。欄持諸
子而不出。楯防外人而不入。如来智上。周逼選是総持。持内普而不出。｜妨外野、市
不入也。」（SZ.34no.638 p.686b, /.24 -p.686c, /.3）と、また、慧浮述 『阿禰陀経
義述』にも 「述日。下明開宗廃務有五。一明資欄楯林般。二明ti'池華光殿。三明
賀祭神通版。凶明資鳥法音殿。 五明資樹格風級。此是第一'f欄楯林殿。有六。一
貫欄。二賢楯。三J'fO,f.i林。六賓樹巌。欄持内徳。楯防外。緩網誓以珠縄匂挺j属法。
芝＠林口西方功徳法荘厳図界也。」 【T.37p.309脚註＠】 「羅＋（凶r1網五賀）ヵ⑫」
【T.37p.309脚註＠】 「無＋（隔）ィ⑫」 【T.37p.309脚註＠】 「林＋（樹是）ヵ⑫」
(T.37 no.1756 p.309a, l.8 13）と類似する文例が見られる。
(77)『妙法蓮華経緩述』巻第五に 「次巌外。亦有三徳。一四等。二四弘。三四蹄。張
茎堕主者。田口等。主主峰。目。高出而下複如来四等。亦爾盟六子困額四生六
子謂四果縁党菩薩也。資料li交絡者。用問弘也。夫憾不施絡。NIJ瓢鼓不定綱以珠縄。
則住持不動如来之車。亦爾若智無大誓。 N!J普載之情。或動御以凹弘。則償還之心
恒定也。垂諸華級者。用凹節也。華機垂下。則悦物来衆四儲術！｜頂。NIJt行蹄若林也。」
(Kor.1468 p.41-2lr. l.1-7）とある。また、『法華経玄償要集』巻第二十四に 「経
垂諸撃機者。紀図云。華綴垂下則悦。総l成衆四婦。傭順於物若林。日食上説車。四
面更垂撃綬荘厳。法中論凹掻法也。」（SZ.34no.638 p.687a, l.11・13）と類似する
文例が見られる。
(78）『妙法蓮華経綬述』巻第五に 「経日。重敷続挺安世丹枕者。此殿内也。続縦磐八
蹄丹枕瞥滅定。数縫置枕。是｜眠臥之儀。入定滅心。則紙怠之状。故経説。併究党
臥阿羅漢眠也。」 （Kor.1468p.41 2lr. l.7 10）とある。引用文中、 「絞訟」は典拠
不明。また、 『法華経玄賛要集』巻第二十四に 「経言安置丹枕者。敷延置枕。是
I民臥之儀。入定滅心。則蘇息之穂状。J(SZ.34 no.638 p.687b. ll.13-14）とほぼ一
致する文例が見られる。
(79）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。駕以白牛至其疾如風者。次輿牛也。牛響如
来大悲。大悲以無凝善機筋骨豊。故言白隠遂衆生虫日積子随母放言牛。j里集経云。随
遂衆生如慎子。是故競例大悲牛。府色充潔者。充賞也。潔浮也。牛則府充色潔。
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悲則内貞外朗。形健妹好者。牛則高下謄量産見者。謂之妹好。悲則怨親合機受者。
謂之性正。有大筋力者。衆生以五陰篤重撚嗣来以凹生篤重機。士盟引主主亜里主。
悲則荷重機而呈功。 行歩平正者。牛則不隔夷険高下一切平行。悲則不限怨親是非
一切等槻。其疾立日風者。鈴人之悲仮作心而去緩。如来之悲住自然而去速。議大衆
論日。 如衆生根制。 極解脱長道。 於十方界説。 能書l~功用心。」（Kor.1468 p.41-2lr, 
L.10 p.42 21 v' l.5）とある。引用文中、 「E霊祭綴云」の典拠は後掲の註参照。ま
た、引用文中、 「磁大衆言命日」とは、世親菩薩釈民諦（CE.499-569）訳『編大乗
論稗』巻第一（T.31no.1595 p.153c, ll.11-12）に対応する。また、 『法華綬玄賛要
集」巻第二十四に 「言白牛鶴等者。車須得牛号｜。後得智事須得根本智引也。紀国
以本悲篤牛力。用善根篤牛。牛白骨豊故。嘉祥以大慧篤牛。」 （SZ.34no.638 p.687c, 
ll.4-6） と類似する文例が、同巻に 「言保有｛~；j朱儒者。 短人也。 無荘好等義也。 紀
図云。牛則高下l底量観。人者謂之妹好也。」 （SZ.34no.638 p.688b, l.12 13）・「言
五有大筋力者。紀図云。牛則大車而現力。悲則荷重鎗而皇功。」 （SZ.34no.638 
p.688b, l.16 17）とほぼ一致する文例が見られる。
(80）『大般浬繋経（北本）』 巻第三 卜八に 「例随世間如敏子 是故得名大悲牛」（T.12
no.374 p.590a, 1.26）と、同箇所が 『大般浬紫綬〔南本）』巻第三十四にも 「例堕
世間如積子是放得名大悲牛」（T.12no.375 p.838a, 1.9）とある。
(81）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。又多僕従而侍衛之者。次奥従也。此令磁怨
怨謂衆l廷外道。故経説。衆魔外道皆吾侍也。」（Kor.1468p.42-2lv, ll.5-7）とある。
引用文中、「経説」とは、鳩摩羅什訳 （CE.406）『維摩詰所設経』巻中の 「又問。
諸仰解脱常；於何求。答日。嘗於一切衆生心行中求。又仁所問何無侍者。一切衆魔
及諸外道皆吾侍也。所以者何。衆魔者集生死。菩薩於生死而不捨。外道者集諸見。
菩薩於諸見而不動。」 （T.14no.475 p.544c, l.6・10）に対応する。
(82）『妙法蓮華経』「瞥H食品」に 「例告舎利弗。善哉善哉。如汝所言。合利弗。如来亦
復如是。 則~一切世間之父。 於諸怖畏衰悩憂患無明間蔽。 永量調ff吉宗。 而悉成就無
量匁］見力無所畏有大村l力及智慧力。具足方便智慧波羅蜜。大慈大悲常無機憾。恒
求善事利益一切。而生三界朽故火宅。篤度衆生生老病死変悲苦悩J愚療閤蔽三毒之
火。教化令得阿縛多経三貌三菩提。見諸衆生魚生老病死憂悲苦悩之所燐煮。亦以
五欲財利放受種種苦。 又以食著追求故現受衆苦。後受地獄畜生餓鬼之苦。若生天
上及在人間。貧窮・困苦愛別離苦＠怨憎舎苦。如是等種種諸苦。衆生皮在其中。歓
喜遊戯。不覚不知。不驚不怖。亦不生厭不求解脱。於此三界火宅東西馳走。!ilt遊
大苦不以望号患。」 【T.9p.13脚註＠】 「困＝背⑮」 【T.9p.13脚註＠】 「怨＝菟③⑫」
CT 9 no.262 p.13a, l.10-26）とある。
(83）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「経日。而生三界至三菩援者。此第二合揺さ慮也。感
慮則三界。如来本由大智故己出。今由大悲放復生。」（Kor.1468p.45 23r, l.4 6) 
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とある。
(84）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。見諸衆生至之所焼煮者。次合慾境。磐由見
諸子受諸苦放。自有七重。一見内縁苦。二見外縁苦。三見現報苦。四見生報苦。
五見後報昔。六見沈19.苦。七見迷惑苦。此第一見内縁苦。生老病死是苦縁。能生
苦故。変悲苦悩是苦慢。性逼迫故。」（Kor.1468p.47 24r, l.4 8）とある。
(85）『妙法蓮華経績述」巻第五に 「復次胎位苦故。臨受生時赤白和合。有識来託受雑
械苦。迦繰i鍾等位。受車専熟音。如草壁￥Jt時。既竪賀巳身分生時。受迫大苦。在胎臥
時雨歳重逼。下蒸上墜受大困苦。由母飲食威儀失度。若走若跨。役力被打。服相
違食。枝節如解。受種種苦。如犯王法受諾拷楚。臨出胎時。其身柔軟如芭蕉心。
産門迩逼。受盤迩苦。初出生時身虫日新燈。手水衣鱗如熱灰濯。如万剣解。受難忍
苦。故設生苦。」（Kor.1468p.48 24v l.2 9）とある。本箇所は、婆薮蚊l奪造民諦
訳 『四諦論』巻第一の 「復次胎位苦放。臨受生時赤白和合。有識来託受雑綴苦。
次tTi『羅＠鳴。頒浮陀伽那。卑戸等位。受縛熟苦。女日経熟苦。既堅質巳身分生時。
受迫大苦。立日大家苦。在胎I以時爾蔵重退。笹如罪人下蒸上座受大＠因。由母飲食
威儀失度。若走若跨若行凋水。 伸屈役力被打痛悩。 n~相違食。 由此威儀飲食故0
・支節如解。受種種苦。如犯王法受諸拷楚。放生矯苦。臨出胎時。其身柔軟如芭
蕉心。産門迩逼如歴油車。受座注苦。又初出胎時身如新矯。手水衣絢如熱灰港。
如万剣解。受難忍苦。l故説生苦。」【T.32p.381脚註＠】 「l穣＝溢②③・」 【T.32
p.381脚註⑪】 「困＋（苦）②⑧」 【T.32p.382脚註＠】 「支＝肢②⑧’」（T.32
no.164 7 p.381c, l.24 p.382a, l.6）からの引用である。
(86）『妙法蓮華経細』巻第五に 「器 。諸行壁塁。務局章。復次微細過圃入諸
物現故壊相。是法名老。何以故是老。入歯菌落。凶皮皮緩。入毛毛白。入大大練。
主盟盟璽。主宣宜星。主主因差。主塁皇則些塾至宝。入心心則持蕩忘失。能現此
相是名馬老。」 （Kor.1468p.48-24v, l.12 -p.49-25r, l.1）とある。本箇所は、 『四
諦論』巻第一の 「復次微細過板。遍入物中。後時方了減損E差異。此法名老。何以
故。老若入歯則現落相。若入皮中皮則緩簸百種＠家。恕。若入毛髪則現腕白。若入
四大大則疎弱。若入根門則被無力。若人身形形健戦動E禁止不安。若入於心心則持
蕩忘失憶智。若入背脊則俄屈。若入＠支f!i支節鐙戻。少IH：軟滑悉皆失故。現故壊
相。」 【T.32p.382脚註＠】 「繋＝禁色＠」【T.32p.382脚註＠】 「賂＝賂③」 【T.32
p.382脚註＠】 「支＝肢色＠リ （T.32no.1647 p.382b, ll.3-10）からの援用である。
(87）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「問。云何病苦。答。違自能故。響如火潟焼因。能
害本故。響如蕉竹麓葦。生痛受故。響虫口火議。苦苦鱗故。響如象子落野火中。不
自在故。」（Kor.1468p.49 25r, ll.12-14）とある。
(88）『妙法蓮華経繍述』巻第五に 「問。云何死苦。答。重怖畏故是人臨終。日産往他方。
非所究悉。将離親愛。身屋崩倒。永離所作。生重村＼1畏。故説死苦。復次死玉至者。
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立[J劫末日焼暴一切。如金剛霊長露砕五陰山。如大猛風抜倒身樹。故名死苦。是生老
盟主。飽萱盤。互主盟。盟主主壁。亙差是止。苦心苦在意晶画盟主。背
身苛在五識。挫咽位二塾園口口口口口。 経日。亦以五欲財利放受層圏
晶画口口口口口口口口在身外亦師縁故。主口口口圏 口口口口口口口口口口
監潟盟主。思函身監盟園口口口口口口口数。或非衆生数衆生数者。五陰十
二人口口口口口衆生数者。 二除六入六界磁。第比二利三時受苦。或現受或生受或
後受。故目。以五欲財利受種種苦。」 （Kor.1468p.51 26r, l.8 p.52 26v, 1.5）と
ある。本箇所は、『凶諦論』巻第二の 「云何死苦者。答怖畏苦故。是人臨終気死
金剛之所破壊。!JI¥往他方。非所究悉。l降離親友。我之愛熱所護身屋崩破壊時。7i<
離所作生重怖畏。放説死音。」 （T.32no.1647 p.384a, 11.9-12）からの引用である。
(89）『大智度論』巻第六十二に 「憂愁是心。苦＠悩是身苦。」【T.25no.1509 p.502脚註
＠】 「（苦）＋悩θ＠⑧」（T.25no.1509 p.502a, 11.22-23）とある。
(90）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。又以食著追求故現受衆音者。此第三見現報
苦。由求五欲。現在復三時受苦。調党守失時。寛l時生動勢音。守時生怖畏苦。失
H寺生熱悩苦。故日。現受衆昔。 経目。後受地獄畜生餓鬼之苦者。此第四見生報
昔。由非法求利。i故墜三塗受生報音。」 （Kor.1468p.52-26v, 1.5-9）とある。(91) 『妙法蓮華経制』て函F「虫色二。 当去最。 坦盤。 薩婆多部査~。
二盟。亦主主主。主主盟。函獄主回。函姐位。雨縁E限令活一等。並
鐙車。 巨幽。 先以糊後以斧析。 ヨ丞金。 盟主権。 血」~恒雄監。
盟名呼呼。亦型盟。塾主主魁呼亜主。国名大l呼。亦盆盟。四山火起欲逃
盤監。 並大止皇。 さ園熱。 亦~燐盤。 火銭狭迩於中受熱。 主名衆熱。 亦室主壁函。
山火相縛鐙炎罪人。八名無得。亦名無問。一投苦火尿詞祭問。既無染問何所可捧。
監主主閤浮洲王盟車生。困度論。前二壁生。次三担金。後三駐車。然
此八画一一各有十六図。一面有凹。凹而合十六。連本鏡抜。八箇回。圃
有二E討さ盟。罪人於中受熱附。窒画監主。二盟躍。由寒苦所切肉生細
担。二尼盟盟主。由盟盟問主成盟。二血盟。両面開動l唯舌制J。盟主些
主。四阿波波。由舌不得動l惟管得動。放作此主主。五l恒喉。由骨舌皆不得WJJ振気。
故作此主主。六n¥f波羅。此是青蓮華。此華葉細由肉色細土If似此華開。七波頭摩。此
是赤蓮華。由肉色大訴似此華開。八分陀利。此是白蓮華。由彼骨訴似此華開。前
詩型控室。生二従堂監査。量二昭世。故倶画。匹E中衆生極寒
所遇。自身慨函異相。故立図。匡調。圃一局工止。次三壬工盟。後回
目。陣八在凹洲問著鍛園山陸。血盟生。墨ム阻圏直査。盗品匠画
因 。日盟 。ヨ堕。二胆 。霊園地。案此堅璽覇。」（Kor.凶 8p.52-
26v, 1.9・p.54・27v,1.2）とある。引用文中、 「倶合論」とは、婆薮盤豆造異論訳
(CE.563-567）『阿毘達磨倶舎務論』巻第八の 「於此八中衆生極寒所遥。白身重苦癒
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繁異相。放立此名。」（T.29no.1559 p.216a, 1.29 p.216b, 1.1）に対応する。また、
同箇所が世親造玄英訳 『阿見達磨倶会論』巻第十ーには 「此中有情厳寒所遅随身
主主嬰以立其名。」（T.29no.1558 p.59a, 1.3-4）とある。また、引用文中、「依三度
論」の三箇所の典拠は、総会僧伽提婆訳 『三法度論』巻下の 「問云何熱地獄。答
熱地獄者。有主治少主治無主治。此三相＠観相」【T.25p.27脚註＠】 「観＋（観）＠
③」 （T.25no.1506 p.27b, 11.24-25）、「問云何寒地獄。答寒地獄者。了叫l換。不了
叫l換。 不叫喚。 是三相観相寒地獄。 ・・・・ （中略）ー・・・是一切＠十寒地獄。 ~在四
洲問。著餓聞大銭園山底。仰向居止在問中。寒風壊身飽。大火所然。」 【T.25p.27 
脚註＠】 「イー＝大＠③③，＝天⑫」（T.25no.1506 p.27a, 1.18 p.27b, 1.19）、「問
云何返地獄。答主聖地獄者。所在慮水間山間及畷野。濁一受悪業報。」（T.25no.1506 
p.28a, 1.17-18）に対応する。とくに 『綴述』の本箇所は、道世撰 （CE.668）『法
苑珠林』巻第七に 「又三法度論経云。地獄有三。 一熱二寒三越。熱地獄者。依薩
婆多部有八大地獄。一等活。亦名更活。或獄卒唱生。或冷風吹活。雨縁雌異令活
一等。名等活地獄。二名黒縦地獄。先以縄＠緋後以斧析。三名衆合地獄。亦名衆・
磁雨山下合以＠碕罪人。四名目手呼地獄。亦名叫喚地獄。獄卒通産主叫i呼而走。五名
大呼。亦名大叫喚地獄。四＠大火起欲逃無路。放名大叫喚地獄。六名熱地獄。亦
名焼然。火銭狭近於中受熱。七名衆熱地獄。亦名大；境然。山火相＠；爆＠鼻炎罪人。
八名無擦地獄。亦名無問。ー＠投苦火永無染問。既苦無間何所可様。此八地獄在
附浮洲＠重＠盛而住。 依三法度論云。 前二有主治。 次三少主治。 従三現！~主治。 然此
八矯本。一一各有十六図。一而有四。四四而合。綿、有十六。通本第十七。八箇十
七。合有一百三十六所。罪人於中受熱悩音。第二寒地獄亦八。一名頒浮陀地獄。
由寒苦所切肉生細胞。二名泥頼浮陀地獄。自寒風吹通身成施。三名阿I日正地獄。
由替動不得唯舌得動。故作此主主。凹名阿波波地獄。由舌不得動l惟骨得動。故作此
撃。五名咽喉地獄。由唇舌不得動以01佐喉内振気。故作此撃。六名欝波羅地獄。
此是青蓮華。此輩菜細由肉色細折似此叢＠烈＠日而開。七名波頭摩地獄。此是赤蓮
華。由肉色大折似此筆開。八名分陀幸lj地獄。此是白蓮華。由彼骨折似比華開。前
二従身相受名。 次三従皇室相受名。・後三従箔相受名。故倶合論云。 於此八中衆生
極寒所遥。出身主主猪E差異。故立此名。依三法度論云。前二主主可叫。次＠凹不可叫。
従三不叫。此八在洲問著鍛図山底。仰向居止。罪人於中受寒凍苦。第三越地獄者。
依三法度論云。亦三。一山問。二水問。三畷野。受別業報。此膝寒熱雑受。若論
議報命有延促。J【T.53p.326脚註＠】 「緋＝併②⑧」 【T.53p.326脚註＠】 「磁＝
鑑⑧③，＝極②’」【T.53p.326胸註＠】 「大＝山③③」 【T.53p.326脚註＠】 「爆＝
博②」【T.53p.326脚註＠】 「邦＝鐙＠③」【T.53p.326脚註＠】 「投＝授③」【T
53 p.326脚註＠】 「（下）＋重②」【T.53p.326脚註＠】 「盛ニ累＠＠」【T.53p.326 
脚註＠】 「［唯］ 己②」 【T.53p.326脚註⑪】 「烈＝裂＠⑫」 【T.53p.326胸註⑪】
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「（針）＋日②」 【T.53p.326脚註＠】 「後＝従③」 【T.53p.326脚註＠】 「凶＝三②
③J (T.53 no.2122 p.326a, 1.2・p.326b,I. 7）とほぼ一致する文例が見られる。両
者にほぼ一致する同文例が見られることから、道世は 『三法度論』を直接ではな
く、先行する慧却の 『綴述」より引用したものと考えられる。
(92）『妙法蓮華経細』巻第五に 「圃者。三度程 。二担 。ヨ盟。ヨ立。三
行。ロヰE画 。云星。ヨ星。此九受相針 。盤望者。三度亦二。二幽鬼。
二少財鬼。三多財鬼。比三各三合有九鬼。無財三者。ー矩口鬼。火従口出如野火
焼樹。二金｜口鬼。腹大如山咽如針子L。三臭口鬼。口蝋腐臭猶如糞刷。此三並不得
食。放白紙財。少財三者。ー金i毛鬼。毛長E利行使自刺。二臭毛鬼。毛臭磁身白
壁 萱。三埋且。阻大規自決酬。此三少得不触。圃 姐 。組 二者。
二圃盤。里宣笠想車整。三重宝星。恒得街衡所遺食。卓 越 。口口口夜文
二縫利三枇会関。此三境界如天。E嗣妙食由無量餓鬼所遠食化鋳膿受是苦報。些
三盟 。嗣到。若人非法求利多於謹呈。謹萱。」 （Ko 68 p.54一27 2一
13）とある。本筒所は、『三法度論』巻下の 「問巳設地獄。云何畜生。答畜生者。
｜盗水笠行。一切無足二足多足。陸行水行空行。此三是畜生。陸行者。象馬牛羊雛
l謀略舵~首。 水行者。 魚摩喝失牧摩頼箆首。 空行者。 鳥及蚊納銭首。一切無足二
足多足。 無足者蛇箆首。二足者鳥~首。 多足者tjニ馬蜂及百足篤首。 彼一切種種大
罪業行生彼中。是謂畜生。問巳説畜生。云何餓鬼。答餓鬼者。無財少財多財。無
l!オ少財多財者。此三種是餓鬼。問云何無j材。答無財者。短針臭口。矩口針口臭口。
是三種事lt財。矩口者。合口猛火炎従口出自焼。如野火焼多羅樹。彼於此間多行樫
食放生彼＠受苦。針口者。腹大如山谷。＠日困如針子L。設得盟餓食市不得食。臭口者。
口糊腐臭。如糞閥自It意気臭。無腹不得食受大苦。是謂無財。問云何少財。答少財
者。＠針臭毛＠痩。針毛臭毛痩者。比三種是少財。彼或時少得不浮物故説少財。針
毛者。毛極堅長頭利如針夜身。遍満自飽節節相離。行来甚難毛還自刺。如利箭射
鹿。 受極大苦。 或時少得食。 臭毛者。 毛極臭毅身。 吏互自刺憾。 身臭風~悩生。
＠｜挺悉白抜毛。受立日比音。W.l者。自非業報生W.l。還自決破膿血流出。取市食之。
是調少財。問云何多l材。答多財者棄。失大勢。棄失大勢此三種是多i材。棄者若宿
命施故得残。彼終身祭洞得。由此故得集。失者。街巷凶道所遺落者。彼終身得。
由此故得築。大勢者。夜叉経科＠毘合遮。夜叉羅利＠毘舎遮。此三種是大勢。彼境
界女日天。宿命福徳故。或得妙食。食巳無量餓鬼図続相見生音。如人在獄見親生苦。
彼亦如是闘続生苦。由比苦l故食化篤膿。受如是苦是謂大勢。J【T.25p.28胸l註＠】
「受苦＝云何名＠③」 【T.25p.28脚註＠】 「咽＝I困③」 【T.25p.28脚註＠】 「金｜＋
（毛）②③」 【T.25p.28脚註＠】 「疲＝痩＠＠下問」【T.25p.28脚註＠】 「眼＝値⑧」
【T.25p.28脚設⑪】 「毘＝庫②③’」（T.25no.1506 p.28a, 1.19 p.28b, 1.21）か
らの援用である。
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(93）宗密 （CE.780841)述 『仰説孟闘盆経疏』下に 「少財三者。一調査毛鬼。毛利如銭
行使自刺。篤貧手lj故。妄行銭炎及刺畜生。但銭求i材不愈疾故。二臭毛鬼。毛利而
臭白抜受苦。＠富系於版頁猪羊烹宰栂鴨。湯糊刀剥＠楚痛難堪。地獄罪終堕j折鬼趣。
三大痩鬼。日因垂大痩自決l敬膿。係嫉妬於人常懐｜民恨故。多財三者。一得棄鬼。調
常得祭紀所棄食故。＠喜系於罪多福少少施多1整。棄捌l之物＠方窓施故。二得失鬼。謂
常得巷陪所遺食故。以於現財常生慢著。疑欲失者⑪而方＠捨放。三勢力鬼。諮夜叉
疑事iJ毘舎閣等。」 【T.39p.509脚註＠】 「綴於二以⑩・」 【T.39p.509脚註＠】 「楚痛＝
痛楚⑨」 【T.39p.509脚註＠】 「方＋（能）⑪」 【T.39p.509脚註⑪】 「［而］ ⑪・」
【T.39p.509脚註⑪】 「（起）＋捨⑪」（T.39no.1792 p.509a, 1.6-17）と類似する
文例が見られる。両者に類似する文例が見られることから、宗密は、先行する慧
浮の 『績述』或いは 『孟蘭盆経疏』よりヲ｜用したものと考えられる。ただし、本
箇所は、現存する慧浮の 『［孟蘭］盆経讃述』には見当たらなし、。
（似） 『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。若園天上至怨憎合苦者。此第五旦鐙盟。
睦盤型。企囚主1'.o~盟塁。 局後制。」（Kor.凶8 p.54-27v，川一15）と
ある。
(95）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「案此文三苦。貧窮者。多是俄盗相似果。愛離者。
多是雨舌相似果。怨憎舎者。多是悪口相似果。」（Kor.1468p.56-28v, 1.7-9）とあ
る。
(96）『妙法蓮華経細』巻第五lこ「経日。如是等至浸師団。此第六見草盤。」
(Kor.1468 p.56-28v, l.9）とある。
(97）『妙法蓮華経綬述』巻第五に 「問。云何読取陰篤苦。答。苦感逼放。如人大築口
口E問 。復次苦最大故。答企日射棚0 ~￥.墨集盟盟臨型盟血。 担。 盟
其中。」（Kor.1468p.57-29r, 1.2-4）とある。
(98）『妙法蓮華経縦」巻第五lこ「経目。歓喜遊戯至不以函者。凪口口旦甥萱。
歓喜遊戯者。越乏。不覚不知l。困驚不怖者。凪躍。亦不生厭者。哩盟。不
求解脱者。生宣主。東西馳走者。盟主塁。困以園 者。主胆塁。」（Kor.1468
p.57 29r, 11.4-7）とある。
(99）『妙法蓮華経』「響日食品」に 「汝等莫得築住三界火宅。＠勿食箆弊色聾香味燭也。
若食著生愛則篤所焼。 汝速出三界。 首得三乗主主聞畔支例仰乗。 我今~汝保任此事。
終不虚也。汝等但2言動修精進。」 【T.9p.13脚註＠】 「勿＝人②」（T.9no.262 
p.13b, l.10-14）とある。
(100） 『妙法蓮華経劇団第五に 「此~p初章自有三意。一以時怖之。二以唱怖之。
三以苦力怖之。 萱室是主主。 萱旦是主盤。 型企画焼。 苦器幽~－0 苦具盟主。
苦力盟輩。色聾香味繍1圃箆弊者。王盟星。聖人盟。輸云。衆生常民五欲
E画。五欲者得之縛劇如火炎済。五欲焼人如逆風糊。主函萱主主日些霊童。担慧
( 81) 
紀国寺慧浄の 『法華経績述』考（2)（金）
塗互監査。盤 。盟時控室些主面陛盤。盟主章。」（Kor.1468p.58-29v, l. 
12 -p.59-30r, 1.3）とある。引用文中、 「智論云」の典拠は後掲の註参照。
(101）『大智度論』巻第十七に 「云何剖］五事嘗川賞五欲。哀哉衆生常食五欲所悩而猶求
之不巳。此五欲者得之勝彦lj。如火災研。五欲無益如狗自立骨。五欲増＠誇如鳥競肉。
五欲焼人如逆風執矩五欲害人女日銭惑蛇。五欲無tr如ilt＇所得。五欲不久如俄借須奥。
世人愚惑食著五欲至死不捨。篤之後世受書店量苦。警如愚人食著好果。上樹食之不
肯時下。人伐其樹樹傾l'J堕身首致壊痛悩而死。又此五欲得時須奥。梁失時潟大苦。
如蜜塗万祇者。貧甜不知傷舌。J【T.25p.181脚註＠】 「誇＝宇②⑧」（T.25
no.1509 p.181a, 1.13 23）とある。
(102）『妙法蓮華経』「醤日食品」に 「如来以是方便誘進衆生。復作是言。汝等首長fl。此
三乗法皆是聖所総歎。自在無繋無所依求。乗是三乗。以無漏根力1't道制定解脱三
昧等。市自娯楽。使得無量安｜窓快楽。」 （T.9no.262 p.13b, 11.14-18）とある。
(1的 『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。復作是言至無量園祭者。此即歎勝口口口所
檎歎者。不可I可故。自在無繁者。惑業量産故。凡夫口口口口口口繋須陀沼矯欲界口
口惑業所繋斯陀含口口口口口口口口口口口口口口口口生施一生惑業口口口口口口
口口口口口口口口口口口酔得自在日口口口口口口口口口口口口口口同求凶事
故二口口口口口口口口口口口口口口囲弗至献羊車口口口口口口口口口口口口
口口口口三重三重各有四意口口口口口口口口口口口口口口口口四意。内有智性。
附世尊問削言受。 股動画進者口口口欲出三界。自求園口口下種。是名聞乗
者。是定品如求羊車出於火画。是合成。棚縁自有凶。一内陸宣者。即盟
主。二従仰世尊者？；盟主。三間法信受者。是盟主。四股勤精進者。是笠主主。
婆沙名凹力側種稀有1。雇週明呈些旦種口主主主也。」（Kor.1468p.59-30r, l.10 -
p.60-30v, 1.9）とある。引用文中、 「婆沙」とは、 『阿毘曇毘婆沙論』巻第一の
「仰綬亦説。有二因二縁溌於正見。一従他開法。二内正思惟。又説。人有凹法甚
矯希有。一親近善知識。二従他聞法。三内正思惟。凹如法修行。」 （T.28no.1546 
p.2b, 1.22-25）と、巻第五十二の 「復次若人成就凶法。甚矯希有。ー親近普知識。
二従其開法。三内正思惟。四如法修行。」 （T.28no.1546 p.381b, l.28 p.381c, t.1) 
とに対応する。なお、 『阿毘達磨大毘婆沙論』には対応箇所が見当たらなL、。ま
た、引用文中、 「漫然」の典拠は後掲の註参照。
(104）『妙法蓮華経』「答日食品」に 「舎利弗。若有衆生。内有智＠性。従仰世尊閣法信受。
態数精進欲速出三界。自求浬祭。是名主主聞乗。立日彼諸子矯求羊車出於火宅。若有
衆生。従仰世尊開法信受。括主勲精進求自然慧。祭溺善寂深知諸法因縁。是名畔支
｛弗乗。如彼諸子負求鹿車出於火宅。若有衆生。従仰世尊開法信受。勤修精進。求
一切智仰智自然智無師智如来知見力無所畏。＠懸念安楽無量衆生。利益天人度股
一切。是名大乗。菩薩求此乗故名銭摩詞薩。立日彼諸子篤求牛車出於火宅。」 【T.9
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p.13脚註＠】 「［性］ ⑮」 【T.9p.13脚註＠】 「懸念＝倒念＠」（T.9no.262 p.l3b, 
11.18-29）とある。
(105）『大般浬祭経（北本）』巻第十八に 「善男子。一切男女若具凹法則名丈夫。何等銭
凹。ー＠善知識。二能穂法。三思惟義。四如説修行。善男子。若男若女具是凶法
則名丈夫。」 【T12 p.469脚註＠】 「（近）十善②⑩」 （T.12no.374 p.469a, 11.24 27) 
と、同箇所が 『大般浬繋経（南本）』巻第十六にも 「善男子。一切男女若具四法則
名丈夫。何等主主因。＠ー 善知識。二能擦法。＠三思ft義。四如説修行。善男子。若
男若女具是四法則名丈夫。」【T.12p.711脚註＠】 「ー ＋（近）⑤⑫J【T.12p.711脚
註⑪】 「三＋（近）②」（T.12no.375 p.7llc, 11.25 28）とあり、本箇所からの引用と
考えられる。
(106）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「経日。若有衆生国篤求牛車出於火宅者。次合菩薩
四意。従仰世尊等是口画。 求一切智等是下種。是名大乗等是定性。如求牛車同是
合成。 然下種自有二意。一盟主~p盟。二求弘済圃四恩。 四時。 即一切智。
併智。自然智。無姉智。一切智是口理智。例智是主日量智。無師智mi前二智不億数。
自然智口前二智住運起由行。四修滅。凹障設。四断異。四人成。四口口修者。－
1!1€間修。二恭敬修。 三無徐修。 四長時修。 四障園。日解脱降。二定障。 三一切智
障。 四永時隊。 凹断者。 ~p四口口。 四回。団夫。二醐。三縁覚。 四時。
解脱障以見口口口園口層減見道是圃道此道猛利能一種九口跡画勝。若囚見
道行函口園口口此障成一切智異口因人凡夫無解脱故。定障以園惑口口函開修
惑障成就下劣心障現行此隊以品類道極圏是不猛利道口口九種故名品類若入修道
行口口口即断此隊成無口口口口園口口｜笥慨怠不登得函口圏故。一切智障以口口口
口口圃以臼咽咽口口函菩薩自用名自口口口口口口口口口口口口口口口口徐
修若入此修口口口口口口口口口口口口口口口口不捨不得入入口口口口口口口口口
口コ口口口口口画。 若入解脱位口口口口口口口口口口口口口口口口菩薩於化他無
口口口口口口口口口口口口口口口口断凹隊具讃四口口口口口口口同智此口口口口
口口四智即通達健口口口口口酔用四国口困口圃塑。盤盤輩。区調。
圏韮嗣苦篤慾記録楓函主。盛想令行嗣厳令得善矧集。無量圏
園口慈悲境。手lj
主墾位韮A主盟垂圃堕口口口馬王璽。」 （Kor.凶 8p.60-30v, 1.11 -p.62-31 v, 1.8) 
とある。
(107）『妙法蓮華経』「響I食品」に 「磐如長者有一大宅其宅久放而復頓弊堂合
高危柱板推朽梁棟傾斜基陛＠隙致総壁土己採泥塗＠被落磁苫筒L~差橡格
差脱周降屈曲雑械充遍有五百人止住其中鶏袋雌鷲烏鵠鳩鵠玩蛇媛
鰍娯訟蛸挺守宮百足＠紋2里縫鼠諸悪姦輩交横馳走」【T.9p.12脚註＠】
「隙＝頚⑩’」 【T.9p.13脚註⑪】 「擬＝陥＠⑮＠，＝墜⑩」 【T.9p.13脚註＠】 「紋＝
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白血⑧，貌③⑮⑧， 伏狸＝~由狸⑩」（T.9 no.262 p.13c, ll.19-26）とある。
(108）『妙法蓮華経績述』巻第五に 「口口口口口口口口口口口口口口口口煩宅量三領時
口口口口口口口口口口口口口口口口識一一衆生有口口口口口口口口掴是一口口口
口口是衆生所有悉口口口口口之中不出層口口口口口口一例乗所協即扇示司査。
監盟国立国ロロ口化粧。mi－－衆生是一大宅若約能化口口口口由来有
多大宅。其邑久故者。頒時節衆生本識壁画面口生。健是盤固主性故宣並。
而復頓層者。頒口口口口同盟題 。口口口口口垣 島次爾偽口口口市雨偶
頒無常半口口口口口口八句。mn篤八因。堂舎高危者。是頭老相柱」（Kor.1468
p.64-32v, ll.1-10）とある。
(109）『妙法蓮華経縦』巻第五lこ「口口口融 さ唾 鋸 ι園口口口。 又前六替出
家コ口口口口囲家人貧鶏函鴎園口口口食会者。笠度重。撫憐無断饗劉因縁故。霊
｜鳥鵠鴻鷲諮問区撃。又響出家口口口口口口口口口口口口口口口口鶏諸慈鵬鷲栖口
口口口口口口口口口口口口口口口欲情重無明偏口口口口口口口口口口口口口口口
口之廊。姪欲罪放口口口口口口口口口口口口口口口口次一偽半響顕口口口口口口
口一句彰過患後口口口函盛名健三品口口口口口品眠。次雨虫醤中品眼。後五虫響
下品｜模。玩口口口口仮馳類也。捜爾雅云媛｝血也。些等壁堕者。宣車口口口圏並呈
毒蛇媛歎蚊蜂百足合議之虫。」（Kor.1468p.65 33r, 1.11 p.66 33v, 1.6）とある。
引用文中、 「智度［論］」 の二箇所の典拠は後掲の註参照。
(110）『大智度論』巻第十六に 「無1鬼無断＠怒餐因縁故。受烏鵠鶏鷲諸烏之形。」【T.25
p.175脚註＠】 「饗＝者⑤」（T.25no.1509 p.175a, l.25 26）とある。
(111）『大智度論』巻第十六に 「眠悉偏多。受毒蛇腹＠掲蚊焼百足含毒之虫。」【T.25
p.175脚註⑪】 「燭＝鰍③⑮J(T.25 no.1509 p.l75a, 1.19）とある。
(112）以下欠。
013）『綴高僧侍』巻第三の 「唐京師紀園寺沙門稗慧序侍三」 に 「貞観二年新経既至。
；降事侍評。下勅所司捜選名徳。序嘗斯集。筆受大荘厳論。詞旨深妙曲議党言。宗
本既成。対繍文疏箆三十容。義冠古今。英主主＠藷甚。」 【T.50p.442脚註＠】 「籍ニ
籍⑪」 （T.31no.1604 p.442c, l.25 29）とある。
014）前稿の註 (13) (17）参照。このほかに、『大乗荘厳経論』巻第八に 「稼日。四
誠種差別有三。 諒下中上。自諸菩薩儲三乗人差別故。由此三種差別次第復有三益。
一倍無茶二倍有張。三純有議。 倍事~益者。 調解行地菩薩姉。 倍有益者。 謂入大地
菩薩錨。純有益者。謂八地巳上菩薩錨。由彼決定能令衆生成就故。」（T.31no.1604 
p.634a, l.5 10）と、また、『妙法蓮華経繍述」巻ーに 「彼岸者。調仰異質智。是
大賢所。放名彼岸。化無不成。放名良質。荘厳論説。地前菩薩化倍無益。初七地
菩薩化倍有益。八地巳去化純有益。如彼論績述中解。此諸菩薩到例彼岸。故究克
浮。」（Kor.206p.74 35r, l.2-5）と 「大乗荘厳経論』からの引証が見られる。ま
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た、 『績述』の引用文中、 「彼論繍述中解」とあることから、『績述」は 『大荘厳
論文疏』三十巻以降の撰述であることが判る。
(115）『総高僧体』巻第三の 「唐京師紀園寺沙門線慧浮侍三」 に 「皇儲久餐徳素。乃以
貞観十三年集諸・官臣及三教撃士於弘文殿。延伊開悶法華。道士茶晃講＠論好濁秀。
＠玄宗下令遊興抗論。 晃~p整容問日。 経稲序品第一。 未審序第何分。 浄日。 如来
入定徴瑞放光現奇動地雨花。 仮遠開近。 ~破三之洪基。 作明一之由漸。 故矯序也。
第者篤居。 一者翁始。 序最居先。 放稀第一。 晃目。 第者弟也。 ~＠）第則不得裕一。
言一則不得総第。雨字＠牟盾何以合通。浄日。向不云乎第者主主居。一者矯始。先
生自t不領前宗。而謬陳後難0 ・使是自難。何成難人。晃日。言不領者請篤重得。」
【T.50p.444脚註＠】 「官＝宮②＠」 【T.50p.444脚註＠】 「（道）＋論e，論＋（道）
⑧」 【T.50p.444脚註＠】 「玄ニ高＠」 【T.50p.444胸註＠】 「第＝弟。」 【T.50
p.444脚註＠】 「牟＝矛＠⑧」 【T.50p.444脚註＠】 「便＝使③⑫」 （T.50no.2060 
p.444a, ll.10-22）と、また、 『妙法蓮華経績述』巻ーに 「序者由義漸義。如来入定
徴端放光現奇動地雨花。仮遠開近。篤破二之洪基。作明一之由漸。故名矯序。品
者類義別義。此経線日妙法蓮華。別有二十八類線。緒各奥義例匿分。故名篤品。
第者篤居。一者篤始。此経一部二十八章。序最居始。故橋第一。」（Kor.206p.7-
1 v'l 5・10）と一致する文例が見られる。
(116）『綴述』（『論義』 との対応箇所に限る） に見られる旧訳の引用文例 『倶舎論』
二例：前稿の註（64）・本稿の註（91)、『婆沙論』四例：前｛稿の註 （38）・（71）・
本稿の註（66）・（103）、『織大乗論』二例：本稿の註（47）・（79）。
(117) （拙稿［2011]p.84）参照。
(118) （佐藤心岳 ［1972]pp.1147-1148）参照。
(119）『績高僧侍』巻第三の 「唐京師紀閣寺沙門緯慧浮侍三」 に 「武徳初歳。時第三府
官＠寮上下成集延興。 京城大徳競l陳言論。 有j青繭法師。 立破空義。 整色奮~腐逸
笛H寺。相府記室王敬業。政上日。登座法師義鋒難針。非紀園慧i'¥無以挫其鋭者。
~[J令3討論。j 【T.50 p.442脚註＠】 「寮＝僚⑧」（T.50no.2060 p.442c, ll.14-19）と
ある。よって、貞観十年以降に紀国寺に住したという見方（佐藤心岳 ［1969]
pp.727-728）は誤り。
(120）『綴高僧侍』巻第三の 「唐京師紀園寺沙門得慧浮侍三」に「至貞観十年。本寺開
講。」（T.50no.2060 p.443a, 1.4）とある。
(121）『問答』の以下の20問答 「（5/2-1)(9/2-5〕(15/3-1)(16/3-2) (17 /3-3) (18/3-4) 
(20/3-6) (21/3-7) (22/3-8) (23/3・9)(26/3-12) (31/3-17) (41/6-3) (49) (51) 
(53) (56) (66) (68) (88〕」 は 『論義』にほぼ一致する。「論義』に抄出されな
い 『績述』は調査の対象外としたため、実数は増える可能性が高い。
(122) （矢吹慶輝 ［1960]pp. l 2）参照。矢吹慶輝博士がことさらに草書体で読み難い
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『問答』を選び、『大正新情大蔵経』の古逸部に収録したのも、既存の法華章疏と
はいくぶんか相違あることを見抜いていたからのことであろう。正しく先見之明
というに相応しL、。
(123）①～⑫は筆者推定の撰述年順。〔－〕：書名 ・巻数の初出。（－）：テキストの所
在。
(124）門金剛経疏』に 「七似者。一似母。二似父。三似善友。四似同侶。五似健奴五
六似閣梨。七似和上。此七各有五業。合三十五種鏡益。如法華讃述中説。由菩薩
能具六長七似。能利益衆生放。言矯利主主一切衆生態如是布施也。」【T.85p.129脚
註＠】 「⑫大英博物館蔵倣燥本， S.2050，首題新加」（T.85no.2738 p.130c, 1.26 -
p.13la, 1.1)と 「法華讃述」からの引用が指摘 （平井有慶 ［1971]p.49・［1972]
p.146）されているため、 『金剛経疏』（ー『金剛般若波羅蜜経註』）は 『綴述』以
降の撰述とも考えられるが、本箇所は 『金剛般若波羅蜜経註』には見当たらない
ため、さらに検討を要する。なお、 『績述』・「論義』に本箇所と一致 ・類似する
文例は見当たらない。
(125）詳しくは、（金子寛哉口997a]p.56, p.63註（11））参照。
(126）『大乗荘厳経論』の世親釈については、（宇井伯詩 ［1961]pp.l 2）参照。
(127）前掲の註（91)参照。
(128）前稿の註 （7)参照。
(129） 作者未詳円法華経玄賛稗』 に 「浮法師解信云。 心決定篤信健。 口決定~信相者。
此義不然。 法相錯失。 准百法論中。 夫決定者。 ~~＇醤；勝解篤憾。 夫信者。 乃以清浮
魚飽。l知］錯也。」 【SZ.34p.940脚註＠】 「此書久埋敦燥沙中治清i月末後堀之恨失
冠頭今姑安首題待後来是正玄賛倉一中第二明経宗旨」（SZ.34no.639 p.943c, 11.16-
19）と、また、『妙法蓮華経績述』巻ーに 「経日。如是者。信成就。信以決定震
義。一能決定是阿難信。二所決定是如来法。阿難信有雨。一心決定。二口決定。
心決定篤信健。日決定篤信相。夫信篤入道之初宗。」（Kor.206p.8-2r, 1.13-15) 
とある。二例のうち一例は前稿の註 （28）参照。
(130) (1）中算撰 （CE.X）『妙法蓮華経線文』巻上に 「序品－－経 一－ （慈浄云。一径
也。）」（T.56no.2189 p.l44c, 1.6）と、また、 『妙法蓮華経績述』巻二に 「経者。
俊也。」 （Kor.206p.126 20r, 1.13-14）と、（2）『妙法蓮華経緯文』巻上に「序品…一
偽…… （若依恵浮不是。党語一者喝也君主也。四句困足。義勢周量産故。）」（T.56
no.2189 p.148b, l.l）と、また、 『妙法蓮華経繍述』巻二に 「今調偽是漢語。偶者
喝也。掲者五億也。四句図足。義勢周量産。政名篤偽。」（Kor.206p.123-18v, 1.4 5) 
と、（3）『妙法蓮華経緯文』巻上に 「序品…ー聖主 （惑浮云。 f弗於三型最大。故橋
一一。）」 （T.56no.2189 p.148b, 1.21）と、また、 『妙法蓮華経績述』巻二に 「言聖
主者。中論中説。聖有三種。一外道五通。二畔支羅漢。 三法身菩薩。例於三聖最
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大。故稀局主。」（Kor.206p.126-20r, l.7 9）と、（4）『妙法蓮華経緯文』巻中に
「磐日食品 ・ー自欺－－－ （恵浮云。責己之詞也。）」（T.56no.2189 p.l55a, ll.3-4）と、
『妙法蓮華経績述』巻五に 「自欺者。是責己之続。自作自情是自欺也。」（Kor.1468
p.l4-6v, l.8-9）と、 （5）『妙法蓮華経緯文』巻下に 「蝿累品 （正法華。添品法華。
論。法華儀軌。立立慧滞。霊範。慈恩。玄範。道策。僚興。利貞。慧沼。皆以
此品安普賢品後。吉蔵天台安神力品後駕）」（T.56no.2189 p.168c, ll.13-14）と、
(6）『妙法蓮華経緯文』巻下に 「妙音菩薩品－－－鉢ー ・・ （慧浄云。党云 。唐云器
也。）」（T.56no.2189 p.169b, l.17）と、（7）『妙法蓮華経緯文』巻下に 「妙音菩薩
品・・…検－－－－ （慧将云。拘束篤 ）ー」（T.56no.2189 p.l69c, l.12-13）と、 （8）『妙
法蓮華経緯文」巻下に 「陀羅尼品－一毘陀羅…… （慧樗云。黒色鬼也）」（T.56
no.2189 p.l 7lb, 1.9）とある。
(131) （上山大峻 ［2009]p. 75）参照。
(132) （拙稿 ［2008]p.9）参照。
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〈付録〉異体字・旧字体一覧
I 340d 1 350b I 403d l-458c I 685b 
欠 →久 乗→乗 舌L→筒L q:・牙 →互 但 →但
l-690b I 710c l-740c 1 813c I 846c 
任 →住 仏 →仰 来 →来 倶→倶 倫 →倫
l-1065d 2 130b 2 27la 2-352d 2 462c 
両 →雨 実→冥 魁 →魁 創 →愈Ij 市・遁 →匝
2-639c 2 953a 2 1097b 2 l 190b 3 93cl 
即 →~p 冗 →l児 日命 →日食 嘱 →蝿 園→！I'l
3 250c 3-274cl 3-57lc 3 985c 3-l l 14b 
増 →増 壊 →壊 苛→奇 宜 →宜 資→費
4-18b 4-lOOa 4 l 73a 4 48la 4 529a 
将 →終 尚 →向 属 →風 市~→憾 幻j →幼
4-809d 4 880c 4 92lc 4-1051 b 4 1089a 
役 →役 促・従 →従 徳 →徳 悦 →悦 恵 →窓
4-1093b 4 !!Ola 4 180d 4 1217c 5 39b 
耳·~荘、 一＋ TI，也E、 惚 →悩 怜 →憐 懐 →懐 戦 →戦
5-44b 5 208a 5 343b 5 408b 5 423a 
戯 →戯 梓 →拷 揺→格 撃 →撃挙・拳・翠 →穆
5 447a 5-502b 5-648d 5 676a 5 712b 
機 →錨 教 →数 断 →断 f守→於 既 →既
5-763d 5 937c 6 26a 6-68c ι226b 
朋 →明 暁 →暁 卒→本 凡・凡 →:tJL 杉L→枕
6 47la 6 484b 6-506d 6 605b 6-652a 
梢 →楯 栄・築 →祭 楽 →楽 権 →将＇／j 歓→歎
6-710c 6-752a 6-963cl 6 984d 7-55a 
歳 →歳 残 →残 況 →沈 没 →漫 清→清
7-83b 7 159d 7-349b 7 377d 7 426a 
浅 →浅 温 →視 潅 →i襲 ＇）（→災 元 →無
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7 470c 7 523rl 7 57la 7 585d 7 592b 
実 →煮 焼 →焼 為 →局 ~・匁 →爾 橋 →絡
7 902d 7 104 ld 7-1092b 7 1145b 7 l218a 
跡、 →珍 産→産 間→留 統 →疏 発 →愛
8-93c 8 12ld 8 l97a 8 250a 8 372b 
安→皮 盗→盗 主： →員 腿 →随 砕 →醇
8 428c 8 498a 8 623a 8-635d 8 775b 
秘 →『必 神 →蹄 署員 →鯨 穏→穏 筋・筋 →筋
8 780c 8 792d 8 799b 8→1056d 8 107lc 
答→答 前 →節 生存・5年 →算 続→統 経→経
8-1123b 8-116lb 8-1188a 8 ll9lc 8-1216b 
縁 →縁惚・惣・総 →総！ 縄 →縄 繋→繋 績 →績
9 234a 9-246b 9 324b 9 388b 9 44ld 
聴 →聴 dノz、 F、i如AJ 脱→脱 臣卜 →臥 与→輿
9-463d 9-739b 9 845c 9 978b 9 1063a 
舎→舎 万→蔦 差・継 →蓋 蔵→蔵 虚 →虚
9 1079d 10 la 10-188a 10 346a 10 484a 
号→競 虫 →虫 祇 →祇 観 →観 説 →説
10 614c 10 626b 10-785a 10 792c 10 84lc 
変 →聖堂 讃→讃 賎 →賎 頼→頼 経 →古室
10 925b 10～928a 10 1004b 10 1022d 10 1037d 
姶 →踊 践 →践 変→軟 経→軽 輩→輩
10 1087a 11 22d l l-l 70b 11 379a ll-558d 
古宇・辞 →僻 迩 →述 遅→遅 酔 →酔 録→録
1 612d 1 659c 11-733d 11 769d 11 814d 
鎮→鎖 鍛→鎖 開 →悶 関→閥 陥 →陀
11 910d 11 96lc 1 l-969d 12 85d 12 98a 
陥 →｜白 随 →随 隠→隠 霊→霊 青→青
12 l26c 12 140a 12-242a 12 295a 12-38ld 
静 →静 面→面 演→須 顛→顛 飲 →飲
12 584a 12 588c 12 1054d 12 1006d 
鉢・燈 →健 高 →高 鼓・鼓 →鼓 黒→黒
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